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    午前10時00分   開議   

○議長（八重櫻友夫君）  ただいまから本日の会議を

開きます。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 一般質問   

○議長（八重櫻友夫君）  日程第１、一般質問を行い

ます。 

 順次質問を許します。新政会代表、木ノ下祐治君。 

    〔新政会代表木ノ下祐治君登壇〕 

○６番（木ノ下祐治君）  新政会代を代表し、登壇し

ての一般質問をさせていただきます。前日の登壇者と

重複する項目がありますが、割愛することなく通告書

に従い質問させていただきます。 

 新年度予算について。衆議院選の結果や、国の方針

等にもより、予算にも影響があると予想される中、来

年度の新年度予算編成を行っていると思われますが、

基本方針と主な施策についてお伺いいたします。 

 自主防災組織について。高い確率で発生が予測され

ている宮城県、岩手県沖地震、近年多発する豪雨等に

対応する自主防災組織の重要性が叫ばれておりますが、

当市の組織状況と組織化に向けた取り組み状況につい

て、お伺いいたします。 

 災害廃棄物の処理について。東日本大震災の発生か

ら、１年と９カ月になりますが、当市における震災が

れきの処理の進捗状況について、お伺いいたします。 

 復旧・復興工事について。復興交付金も、４回目の

交付可能額が示され、さまざまな事業、工事が発注さ

れるものと思いますが、発注状況と進捗状況について

お伺いいたします。 

 地震・津波ハザードマップについて。東日本大震災
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以前に作成した津波防災マップでは、昨年のような大

津波により浸水等が想定されたものとなっていなかっ

たため、より大きな津波を想定した地震・津波ハザー

ドマップを復興交付金事業により作成する計画となっ

ておりますが、現在の取り組み状況についてお伺いい

たします。 

 限界集落について。高齢化社会が進む中、限界集落

の増加が心配されますが、当市の状況と対策について

お伺いいたします。 

 県立久慈病院について。病床数の確保について過日、

久慈地域県立病院運営委員会が開かれ、病床数削減を

検討していると報道されましたが、久慈市として確保

をどのように捉えているのかお伺いいたします。 

 ドクターヘリについて。病院敷地内に予定のヘリ

ポート整備について、完成時期がおくれていることが

示されましたが、次のことについて、どのように捉え

ているのかお伺いいたします。 

 医療従事者の確保について。市内における民間医療

機関では、医療従事者が足りなく、確保するのに大変

苦慮しているとのことであります。そこで、市の取り

組み方についてお伺いいたします。 

 酪農家の経営状況について。放射線被害により市内

における酪農家では、廃用牛の処分など思うようにで

きず、経営を圧迫し、状況が悪化しているようですが、

当市としては対策をどのように考えているのかお伺い

いたします。 

 林業振興について。まきストーブの普及について。

まきストーブ等利用拡大を図るため、支援事業補助金

を設けているわけですが、事業の利用状況をお伺いい

たします。 

 シイタケ原木について。福島県の被災地周辺のシイ

タケ原木が使用できないため、久慈地域に出荷の要請

があるようですが、出荷状況と植菌に対する助成の利

用状況をお伺いいたします。 

 林道の維持管理について。林道の維持管理に当たっ

ては、林道付近に立木が立っていることがよくあるわ

けですが、森林所有者とのかかわり方についてお伺い

いたします。 

 産業振興について。「北限の海女」及び「アマリ

ン」の商標について。来年４月からＮＨＫ朝の連続テ

レビ小説で放送される「あまちゃん」は、当市の北限

の海女を題材としておりますが、ドラマが進行するに

つれ、北限の海女のイメージがさらに向上するものと

考えられます。その際に、北限の海女と北限の海女の

イメージキャラクターとして使用されております「ア

マリン」がさまざまに活躍してくれると思いますが、

この二つの商標について、今後の利用促進策について

お伺いいたします。 

 三陸復興公園について。震災復興を考え、環境省が

自然公園を再編成し、現在の陸中海岸国立公園を三陸

復興国立公園として区域も拡大することを推し進めて

いるが、新しく生まれ変わる国立公園の当市観光産業

に与える影響をどのように捉えているのかお伺いいた

します。 

 道路行政について。三陸北縦貫道路について。三陸

北縦貫道路は、国が示している震災からおおむね10年

で全線開通が示されておりますが、予定通り整備促進

がなされているのかお伺いいたします。 

 市道整備について。市道山岸線の整備でありますが、

特に枝線道路整備のことについて年次計画整備をお願

いするものでございます。県立久慈病院開業後、はや

15年になります。それ以来、公共施設及び住宅の建築

が増加の傾向にあることをかんがみ、枝線道路が未整

備のため新築住宅に影響しています。そこでお伺いい

たしますのは、年次計画で枝線道路を拡幅整備するた

めに用地買収し、速やかに市道認定し、年次計画で道

路整備を進めていただきたいと考えますが、その考え

方についてお伺いいたします。 

 長内小学校は、昨年の津波被害を受けたことなどを

考えると、 短距離で高台避難が行える避難路の必要

性が懸念されてる中、復興交付金事業により整備計画

されている仮称長小通り２号線は、早急に着手すべき

市道と考えるが、整備計画の見通しについてお伺いい

たします。 

 長内川の土砂堆積について。給食センター正面側の

長内川には、用水路から流れ出る排水路が設置されて

いるが、右岸側の林地から流れ出る多量の土砂により、

川の流れが左岸側に蛇行し、大雨が降るたびに土砂の

増加が見られる状況であり、スムーズな流れを確保す

るためにも堆積している土砂の撤去が必要と考えるが、

その考え方についてお伺いいたします。 

 汚水処理について。岩手県の13市の中でも、おくれ

ていると思われる当市の汚水処理状況と、汚水処理人

口普及率をどのように捉えているのかお伺いいたしま
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す。 

 教育行政について。いじめに関する教員評価につい

て。いじめの未然防止や早期発見ができたり、問題を

隠さず適切に対応できたりした教員や学校をプラス評

価するよう、文部科学省から都道府県教育委員会に通

知があったと報道されましたが、その具体的な内容に

ついてお伺いいたします。 

 国体開催競技施設整備について。平成28年に開催さ

れる岩手国体において、当市は柔道と軟式野球が正式

種目として開催されることとなっているが、この２種

目の競技会場となる市内施設の整備状況についてお伺

いいたします。 

 農地転用について。農地転用の申請者は、主として

農地からの宅地転用でありますが、住宅を新築する際、

農地申請書を提出しているわけですが、許可がおりる

のに２か月余りの期間を要すると伺っております。速

やかに申請者の要望に応えられるよう許可すべき、検

討していただきたいと考えますが、その考え方につい

てお伺いいたします。 

 衆議院議員選挙投票率向上について。今や選挙戦た

けなわですが、師走選挙ということで有権者は多忙な

時期であり、投票率の低下が心配されます。どのよう

な方策で有権者に対し、投票率向上のために望んで対

応していくのかお伺いいたします。 

 以上をもちまして、登壇としての質問を終わらせて

いただきます。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  新政会代表、木ノ下祐治議員

のご質問にお答えをいたします。 

 初に、新年度予算についてお答えをいたします。 

 新年度予算編成の基本方針につきましては、さきの

清風会代表、髙屋敷議員にお答えいたしましたとおり、

厳しい財政環境を踏まえ、全事業について、ゼロベー

スからの見直しを行うとともに、一層の選択と集中を

推進し、限られた財源の重点的かつ効率的な活用に努

めてまいりたいと考えております。 

 また、主な施策につきましては、東日本大震災に係

る復旧・復興事業を継続するとともに、総合計画に基

づく諸施策の推進を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、自主防災組織についてお答えをいたします。 

 自主防災組織は、災害による被害を予防し、軽減す

るための活動を行う組織であり、現在の自主防災組織

等の組織率は平成24年４月１日現在で38.5％となって

おり、その組織化された自主防災組織におきましては、

自主的に防災訓練を活発に行うなど、地域防災力の向

上に努めているところであります。 

 今後におきましても、各町内会での説明会やワーク

ショップ等を通じまして、防災意識の高揚を図るとと

もに、自主防災の組織化に向け鋭意取り組んでまいり

たいと考えております。 

 次に、震災復興についてお答えをいたします。 

 まず、災害廃棄物の処理状況についてでありますが、

昨日の清風会代表、髙屋敷議員ほかにお答えいたしま

したとおり、推計量94,700トンのうち11月末時点で３

万8,566トンの処理が完了しており、その進捗率は

40.7％となっております。 

 次に、復旧・復興工事に係る発注及び進捗状況であ

りますが、本年度における災害復旧事業及び復興交付

金事業の実績見込み額55億円余に対する契約・発注等

による執行額は11月末現在31億円余であり、その執行

率は約57％となっているものであります。 

 契約済の案件につきましては工期内工事の完了が見

込まれますほか、未契約の案件につきましても早期の

発注に向けて、現在、各事業の所管部課において総力

を挙げて取り組んでいるところであります。 

 次に、地震・津波ハザードマップについてでありま

すが、現在資料収集・整理及び地震・津波被害想定調

査を進めているところであります。 

 今後におきましては、岩手県で設定した津波浸水想

定の公表結果を踏まえ、その結果との整合を図りなが

ら、平成25年度までにハザードマップを作成し、周

知・啓発に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、限界集落についてお答えをいたします。 

 議員ご案内のとおり限界集落とは、人口の50％以上

が65歳以上の高齢者になっており、冠婚葬祭など社会

的共同生活の維持が困難になっている集落とされてい

るところであります。 

 当市の状況でありますが、平成24年11月末現在にお

ける行政区の集計によりますと、要件の一つでありま

す65歳以上の人口、これが50％を超える地域は13地区

となっております。市ではこれまでも、地域コミュニ

ティ振興事業などを通して、町内会や自治会等の活動
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を支援しているところでありますが、少子高齢化、過

疎化が進む現代において、抜本的な対策は見いだせな

いでいる状況であります。今後におきましては、引き

続き地域コミュニティ振興事業を活用して地域の活性

化を図り、共同生活を維持できるよう支援するととも

に、国、県の動向を見据えながら支援策について検討

を加えてまいりたいと考えております。 

 次に、県立久慈病院の病床数の確保についてであり

ますが、昨日の政和会代表、砂川議員にお答えいたし

ましたとおり、公立病院の運営につきましては、国の

公立病院改革ガイドラインにおいて、地域住民に対し

良質な医療を継続的に提供していくための公立病院運

営の効率化が示されており、病床利用率がおおむね３

年連続して70％未満の公立病院は病床数の削減などの

見直しを行うことが適当であるとされておりますこと

などから、「病床数のスリム化も検討課題である」と

県立久慈病院から言及があったところであります。 

 次に、県立久慈病院のヘリポート整備についてお答

えをいたします。 

 昨日の政和会代表、砂川議員にお答えいたしました

とおり、「県立久慈病院敷地内にヘリポートを今年度

に整備することを計画していたところであるが、当初

予定の設置場所の変更や東日本大震災の影響に伴う他

事業との調整などから、現時点では来年度以降にずれ

込む見通しである」と県立久慈病院から説明があった

ところであります。 

 次に、医療従事者の確保についてお答えをいたしま

す。 

 市内における民間医療機関の従事者確保に向けた市

の取り組み方でありますが、当市におきましては、こ

れまで県立久慈病院の常勤医師や医療従事者の確保等

を強く要望しているなど、地域医療の確保に向けた取

り組みに努めてきたところであります。民間医療機関

の医療従事者の確保に向けましては、人材の育成や勤

務条件、勤務環境の改善などが重要と認識をいたして

おります。国や県におきましては、医療従事者の確保

策の一環として、岩手医科大学の定員増や看護職員修

業資金貸付制度等に取り組んでいるところであります。 

 市といたしましては、民間医療機関個々への対応は

難しい面があると考えておりますが、医療従事者等を

含め、育児と就労の両立に向けた延長保育や休日保育

の体制整備などに努めるとともに、久慈保健所や医師

会等と意見を交換しながら、現状把握に努めてまいり

たいと考えております。 

 次に、酪農家の経営状況についてお答えをいたしま

す。 

 福島第一原発事故に起因する放射性物質は、食品中

の放射性物質の基準値の引き下げ、その遡及適用によ

り新基準値を超過した粗飼料の利用自粛あるいは廃用

牛の出荷遅延など、酪農経営に大きな影響を及ぼして

いるものと捉えております。幸いにも本年10月末現在

の生乳出荷量につきましては前年同期と比較をいたし

まして2.8％の増、販売額は1.7％の増となっており、

生産者の経営努力が強く認められるところであります。

今後、市といたしましては、新岩手農業協同組合と連

携を図りながら、50ベクレルを超過し100ベクレル以

下の乳牛用の牧草地の除染について取り組んでまいり

たいと考えております。 

 次に、林業振興についてお答えをいたします。 

 まず、市独自のまきストーブ等利用拡大支援事業の

事業効果についてでありますが、昨日の清風会代表、

髙屋敷議員にお答えいたしましたとおり、まきストー

ブ及びペレットストーブは、木材の地産地消の推進が

図られるとともに、災害等非常時においては暖房以外

の用途としても活用できるものであります。こうした

ことから、本事業によりまきストーブ等の普及が進ん

でいることは地域林業の振興にあわせ、災害に強いま

ちづくりへの効果も高いものがあると捉えているとこ

ろであります。 

 次に、シイタケ原木についてお答えをいたします。 

 久慈地域から出荷されるシイタケ原木の出荷は、久

慈地方森林組合等によりますと、久慈管内の生産者を

優先とし、余材が生じた場合は要望に応じて他地域

にも出荷していると伺っているところであります。ま

た、植菌に対する助成制度を活用する生産組合は市内

において３組合であり、その植菌ほだ木量は580立方

メートル、本数に換算をいたしますと３万6,000本相

当となっております。放射能に汚染されない広葉樹資

源を豊富に有する本市におきましては、現在のところ

原木不足の状況は見受けられないものの、今後、原木

不足に陥っている他地域への原木の大量移出や価格高

騰が懸念されるところでもあります。こうしたことか

ら市といたしましては、関係機関、団体等と連携を図

りながら、原木不足、価格高騰などが生じないよう取
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り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、林道の維持管理についてでありますが、林道

の維持管理に当たりましては、路面路肩補修などのほ

かに災害等により倒木が発生した場合には、森林所有

者へ連絡し、承諾を得た上で処理を行っているところ

であります。林道への倒木は利用者の通行の妨げとな

る一方、森林所有者固有の財産でもありますことから、

今後におきましても、森林所有者の承諾を得ながら、

迅速な処理に努め、適切に維持管理を図ってまいりた

いと考えております。 

次に、産業振興についてお答えをいたします。 

 まず、「北限の海女」及び「アマリン」の商標の現

状と今後の利用促進策についてでありますが、「北限

の海女」及び「アマリン」の商標登録に向け現在手続

き中であり、11月９日にはこれに係る使用説明会を開

催したと、社団法人久慈市観光物産協会から伺ってい

るところであります。商標登録された後には、新商品

の開発や新たなパッケージの導入等、多くの企業や市

民の方々から利用していただくことにより、地域経済

の活性化が図られるものと期待しているところであり

ます。 

 次に、三陸復興国立公園についてでありますが、三

陸復興国立公園は平成25年５月に青森県八戸市及び階

上町まで、また10月には宮城県登米市を含めた４市町

の区域が編入される予定となっております。また、従

来から国立公園に指定されている区域につきましては、

施設の被害状況及び利用状況の変化に応じ、施設の追

加、変更を行うこととなっておりますことから、市と

いたしましても公園施設等の整備について、継続して

要望しているところであります。 

 今後は、三陸復興国立公園の延伸にともない、新た

に北の玄関口が八戸市とはなりますが、これまでも交

通体系から八戸市あるいは二戸市を経由し、当市にお

いでいただいているところであり、今後さらに観光客

の増加が見込まれますことから、三圏域連携懇談会で

の連携を深め、モデルコースの設定など当市に宿泊、

滞在型となるよう観光誘客に努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、道路行政についてお答えをいたします。 

 まず、三陸北縦貫道路の整備計面についてでありま

すが、三陸国道事務所によりますと、現在、土地境界

立ち会いを終えたところであり、各種補償物件の調査

が完了次第、順次、用地補償に関する説明会を開催し

ていく予定と伺っているところであります。また、今

後におきましては、一定の用地取得が進んだ箇所から

随時工事に着手していく予定であり、これまで同様早

期の全線完成に向け全力を傾注してまいりたいと伺っ

ているところであります。市といたしましても、引き

続き早期完成に向けて要望を続けてまいりたいと考え

ております。 

 次に、市道整備についてお答えをいたします。 

 まず、市道山岸線の整備状況についてでありますが、

現在源道地区におきまして市道脇の用水路をボックス

カルバートに改良し、道路幅員の拡幅に努めていると

ころであり、今年度は引き続き約15メートルの整備を

予定しております。今後も地域の皆さまのご理解をい

ただきながら、整備促進を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 なお、ご質問では枝線道路についても触れられまし

たが、質問通告にはその旨記載されておりませんでし

たので、本席からの答弁は留保させていただきたいと

存じます。よろしくご理解をお願いいたします。 

 次に、仮称長小通り２号線の整備計画の見通しにつ

いてでありますが、当該路線は避難道路として市道長

小通りから市道坂下通り線までの延長約430メートル、

舗装幅員４メートルの整備を計画しているところであ

ります。今後、地権者の方々との合意形成を図り、早

期に完成できるよう努力してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、給食センター正面付近の長内川に堆積してい

る土砂の撤去についてでありますが、河川管理者であ

ります県北広域振興局土木部によりますと、当該箇所

の堆積土砂については定期的にパトロールを実施しな

がら、状況の変化等を継続的に調査し、河川管理上支

障となる懸念が生じた際には、速やかに適切な対応を

講じてまいりたいと伺っているところであります。市

といたしましても、一層の適正な河川管理について、

引き続き要望してまいりたいと考えております。 

 後に、汚水処理についてお答えをいたします。 

 汚水処理に係る下水道の普及状況でありますが、平

成24年３月31日現在、公共下水道が33.9％、漁業集落

排水事業が8.2％、コミュニティプラントが0.2％、合

併浄化槽が9.6％となっており、市全体の普及率は

51.9％となっております。 
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 今後の普及率向上に向けた取り組みについてであり

ますが、平成22年度に策定した久慈市汚水適正処理実

施計画に基づき、効率的かつ計画的な下水道整備を推

進し、普及率の向上に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上で、新政会代表、木ノ下祐治議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  新政会代表、木ノ下祐治議

員の教育行政についてのご質問にお答えをいたします。 

 初に、いじめ対応に関する教員評価についてお答

えをいたします。 

 平成24年11月27日付の文部科学省からの通知「いじ

めの問題に関する児童生徒の実態把握並びに教育委員

会及び学校の取組状況に係る緊急調査」を踏まえた取

り組みの徹底については、各都道府県知事及び教育委

員会教育長、各政令指定都市教育委員会教育長等宛て

通知されたものであり、当市には県教育委員会から、

この通知の徹底について周知されたところであります。 

 この文部科学省の通知では、教員評価における留意

点について、「各学校は、いじめの間題に関する教員

評価について、いじめの問題に関する目標設定や目標

への対応状況の評価に際し、いじめの有無やその多寡

のみを評価するのではなく、日ごろからの児童生徒理

解、未然防止や早期発見、いじめが発生した際の問題

を隠さず、迅速かつ適切な対応、組織的な取り組み等

が評価されるよう留意する必要がある」という内容に

なっております。 

 次に、国体開催競技施設整備についてでありますが、

当市開催が内定している柔道競技の競技会会場施設は

久慈市民体育館、軟式野球競技については久慈市営野

球場が国民体育大会岩手県準備委員会から選定を受け

ているところであります。今後におきましては、平成

26年度または平成27年度に開催予定の競技会リハーサ

ル大会と、平成28年の国民体育大会の実施を見据えて

年次計画により、競技会場の整備を実施してまいる考

えであります。 

 以上で、新政会代表、木ノ下祐治議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  宇部農業委員会会長。 

    〔農業委員会会長宇部繁君登壇〕 

○農業委員会会長（宇部繁君）  新政会代表、木ノ下

祐治議員のご質問にお答えいたします。 

 農地転用にかかる申請から許可までの事務処理の迅

速化についてでありますが、農地転用の県知事の許可

権限、２ヘクタール以下でございますが、にかかる許

可事務の処理期間は、毎月10日の農業委員会への提出

締切日から、40日程度で許可証が交付されているとこ

ろであります。これらの事務処理の標準処理期間は、

農林水産省の農地法関係事務処理要領で６週間とされ

ているところであり、おおむね標準処理期間内に処理

されていると考えております。 

 農業委員会の農地事務等に当たりましては、今後と

も工夫を重ねながら、迅速かつ適正な処理に努めてま

いりたいと考えております。 

 以上で、新政会代表、木ノ下祐治議員のご質問に対

する私からの答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  谷地選挙管理委員会委員長。 

    〔選挙管理委員会委員長谷地末太郎君登壇〕 

○選挙管理委員会委員長（谷地末太郎君）  新政会代

表、木ノ下祐治議員のご質間にお答えをいたします。 

 衆議院議員総選挙における投票率向上のための取り

組みについてでありますが、有権者が投票しやすい環

境を整えるため、期日前投票制度の周知及び色々な年

代からの投票立会人を推薦いただくよう努めてきたと

ころであります。 

 現在、市の広報紙により投票を呼びかけるほか、広

報車や防災行政無線などによりまして広報に努めてい

るところでありますが、今後におきましても、街頭啓

発を実施するなど、積極的な投票について呼びかけを

してまいりたいと考えております。 

 以上で、新政会代表、木ノ下祐治議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  緊急ではありますが、国内

情勢についてお知らせしたいとのことでありますので

発言を許します。菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  緊急でございますが、消

防庁から緊急連絡が入りましたのでご報告させていた

だきます。 

 人工衛星と称するミサイルが発射されました。現在

の情報によりますと、発射時刻は９時49分ごろ、発射

場所は北朝鮮西岸でございます。発射方向は南、発射

数は１、通過情報等でございますけれども、10時１分
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ごろ沖縄地方の上空を通過したと推定されます。なお、

破壊措置の実施はございませんでした。それからレー

ダ情報によりますと落下物情報ですけども、落下物が

１、落下予想時刻が10時５分ごろ、落下予測時間がフ

ィリピンの東約300キロの太平洋上ということでござ

います。引き続き詳細情報を収集中でございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  再質問、関連質問を許しま

す。６番木ノ下祐治君。 

○６番（木ノ下祐治君）  それでは、何点か再質問さ

せていただきますが、今回は前日の登壇者と重複する

点が多々ありますので、大変私どもも苦慮してるとこ

ろではございますが。 

 それでは質問項目の６番、医療従事者の確保につい

てというところで多少触れたいと思いますが、これは

私も以前から民間の医療機関では従事者が足りないと

いうことは承知していたんですが、この間の議員の民

間との議員の試行のあれで、またその事務局のほうの

ある病院の施設の方が、この問題を出しまして、「何

とか議員団でもこれを取り組んでいただけませんか」

ということで話が出ましたので、これを取り上げてみ

ましたが。 

 先ほどの答弁ですと、なかなか民間のほうまで手が

回るような状況ではないということで答弁がありまし

たが、私もその状況は理解できないわけではないんで

すが、何とかこれに対応していただければ、市民の

方々も大変助かるのではないかなと。医療従事者の関

係だけじゃなく我々民間でも市民が病院に行った際に、

やはり従事者が少ないと、見てもらうのに時間かかる

ということで大変なわけですので、その辺のところに

ついて何とか対策をとっていただきたいものだなと、

そのように考えますので、再度これについても答弁を

お願いしたいと思います。 

 次に、酪農家の経営状況についてなんですが、売り

上げといいますか、そっちのほうは先ほど答弁を聞き

ますと、それなりに改善しているということで、その

点はうれしいことなわけですが、ただ実質農家の経営

状況というのは間違いなく悪化していると。これは酪

農家の方に、何人かの経営者の方に私は聞き取りをし

ましたので、震災以降廃用牛などが出荷できないと。

近になってあんまり言葉は使いたくないんですが、

薬殺とかいろいろそういう方向性もあるようですが、

経営者とすれば、じゃあこの牛を今回は処分しますと

いうようなことは実質言えないと、胸が痛くなると。

そういうことを酪農家の経営者の、これは酪農家だけ

じゃなくいろいろあるんでしょうけれども、そういう

ことを言っておりますので、そのことについても当局

のほうでもそれなりに把握はしているようですけれど

も、何らかの対策は打たれないものかなと。そういう

ことでこの問題を取り上げてみましたので、よろしく

お願いをいたします。 

 それと、まきストーブの普及についてですが、何度

かこの問題を私が取り上げてきて、やっと今年度、こ

れを予算化していただいたということで大変感謝して

おりますが、きのう、きょうと来年度までは触れてな

かったと、来年度まで触れてないと。予算をぜひ計上

していただきたいと、そういうことでございますので、

これについても答弁をお願いしたいと思います。 

 それと、シイタケ原木についてなんですが、福島県

のこの間の昨年度の原発の関係で、あの辺のシイタケ

原木が全く使えないと。シイタケ原木ということだけ

じゃなく、木材が全く使えないということでございま

す、あの周辺は。シイタケ原木について私は今回質問

いたしておりますので、森林組合から先ほど聞いたと

いう聞き取り調査ということで答弁がございましたが、

森林組合の状況を私も大体は把握をしているんですが、

小さい木材業者、シイタケもしくは木炭を扱っている

業者の皆さんにもかなり関東のほうからシイタケ原木

の出荷要請があるようですが、その辺のところは捉え

ていないのかについてもお尋ねをいたします。 

 さらに、今年度の乾燥シイタケの値段、昨年度、今

年度と比べればかなりの開きがあるようですが、聞き

取りによると平均単価が今年乾燥シイタケが久慈地方

のことなようですが、キロ1,000円しかいかなかった

という農家があるようですが、震災前はキロ4,000円

はしているはずですが。全く採算どころじゃないとい

うことで、その辺のところについてもまず一旦質問を

して、ご答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  私からまず医療従事者の確

保についてということでありますけれども、これらに

ついては本当に、例えば市の事業団等でも看護師を募

集する際にもなかなかに応募がないという現実もござ

います。非常に各個人病院等においても、そういう悩
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みがあろうかというふうには推察をしているところで

ありますので、市長からもご答弁申し上げております

が、その実態等について医師会あるいは各そういう看

護師さん等を雇用する機関等ともいろいろ連携をしな

がら、まずもって状況について把握していきたいとい

うふうに思います。その結果、市でやれることは何が

あるのかということについては、今後の対応にしたい

というふうに思いますので、ご理解いただきたいとい

うふうに思います。 

 それから、まきストーブの普及ですけれども、来年

度予算、来年度のことを答弁しないということであり

ますけれども、このまきストーブの普及については私

も非常に思いが強いものがございまして何とか、いわ

ゆる地域林業の普及も振興も当然大事でありますけれ

ども、災害時の暖房の確保あるいは明かり等の確保と

いうことも非常に大きなメリットがございますので、

何とかこれは継続して進めていきたいというふうに考

えているところであります。 

 実は11月29日に、林野庁の山村振興室長とちょっと

意見交換する場がございました。この林業振興を含め

ながら実は久慈市で単独でまきストーブの利用拡大事

業を進めてるというふうなことをお話をしました。非

常に興味を持っていただきました。何とか一方では国

のほうでもそういうふうな林業振興というふうな観点

から、こういう補助制度等も創設をすべきであるとい

うふうなこともお話をしてきたところであります。い

ずれこの問題はこれからも市民に情報等を提供しなが

ら推進をしてまいりたいというふうに考えております

ので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  私からは酪農家の経営

状況をシイタケ原木に関するご質問にお答えを申し上

げます。 

 まず酪農家の経営状況でございますけれども、議員

おっしゃったとおり相当厳しい状況にあると私も捉え

てございます。先ほど市長からは生乳の販売額等を申

し上げました。これは本当に酪農農家の経営努力によ

って保たれているものと、そのように捉えて敬意を表

するものでございます。 

 それで廃用牛の出荷遅延、これが大きな影響がある

んだろうと思ってございます。それで県の情報でござ

いますけども、本年９月末現在で廃用牛を差しとめら

れている、出荷を差しとめられている頭数は、酪農家

におきましては88頭、肉用牛におきましては23頭、合

わせて111頭余りがとどめ置かれているということで

厳しいなと、そのように捉えてございます。なお、新

岩手農業協同組合におきましては、これを原発事故の

損害賠償に請求してございますけども、10月期末にお

いてその請求額が9,200万円程度に上りますことから、

その影響が大きい、そのようにも捉えてございます。 

 あと、痛ましいことでございますけども、先ほども

議員がおっしゃったように安楽殺というそういう処分

もなされているようにも聞いてございます。 

 あと、原木シイタケございますけども、先ほど市長

から森林組合等の出荷状況を答弁いたしましたけれど

も、あと組合等以外の情報が持っていないかというこ

とでございました。一事業者等からは捉えてはおりま

せんけども、森林組合そのものがそういうものを捉え

て情報提供していただいているものと、そのように考

えてございます。 

 あと、干しシイタケの単価の状況でございますけど

も、22年産と23年産を比べますと、23年産の価格は

2,614円でございます。単価でございます。その比較

においてどのぐらい下がっているかと申し上げますと

12％減になっておりまして、単価の下落も厳しいもの

だなとそのように捉えてございます。 

 私からは以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ６番木ノ下祐治君。 

○６番（木ノ下祐治君）  乾燥シイタケについては当

局のほうが私より把握がおそいようですが、現実には

私が先ほど言ったほうが、話をしたほうが恐らくキロ

1,000円とかそういうほうが24年、ことしですよ、多

分正しいと思いますが。八戸の市場に乾燥シイタケの

スライスを出した農家の方などは、簡単に言うとミカ

ン箱みたいな段ボール箱にスライスをいっぱい詰めて

出したそうですが、八戸市場のほうに。そうしたら、

その段ボール箱が１箱が何と仕切りが400円だったと。

原木シイタケのスライスですよ。そういう実態もござ

います。 

 それで、今これは私は久慈だけの話をするわけでは

ありませんので、多少はずれるかもしれませんが、乾

燥シイタケの植菌している方々は、福島の原発事故が

生じたために乾燥シイタケを売れなくなってて販売で
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きなくなり、そしてそのシイタケを福島の原熱のほう

に請求すると補償料もらえると思っているんですよね。

確かに各森林組合では請求もなされているようですが、

まだ一度も補償料は入ってないと、これが実態でござ

います。ですから、そのシイタケの植菌をしなければ

交渉もしないと。同じ本数を植菌しなければ交渉はし

ませんという話が、そういう回答が来てるようです。

ですから、やめるにもやめれない。そういう状況があ

るということはご存じですか。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  ただいまのご指摘でご

ざいますけども、私も承知してございます。それで久

慈地方森林組合から伺ってございますけども、原発事

故における賠償金の認定、これがなかなか風評被害等

はされないという事実がございまして、ようやく昨年

の９月以降の分が賠償されると、そのようなことにな

っているということは伺ってございます。 

 それで先ほどの答弁、ちょっと訂正をお願いしたい

んですが、干しシイタケの場合、農協系統、森林組合

系統がございまして、合わせたものを言いませんでし

たので、先ほどの金額よりもさらに落ち込みが両方と

らえるとあります。先ほどの数値は訂正させていただ

きたいと存じます。恐縮でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  それでは、木ノ下議員の質問

に関連いたしまして質問させていただきます。 

 質問項目の３番目の（３）と９番目の（１）と

（２）、10番目の（２）の①、11番目と13番目の

（２）、６点、これを１項目ごとに質問させていただ

きたいと思います。 

 初めに、質問項目３番目の地震・津波ハザードマッ

プについてでございます。こちらは今現在資料を収集

して調査をしまして、25年までにハザードマップをつ

くるということでご答弁いただきました。復興交付金

の地震・津波ハザードマップ等整備事業計画を見てみ

ますと、本年度は1,800万円、25年度が1,000万円、26

年度が1,000万円という事業費をかけまして、ハザー

ドマップ等を作成する予定となっているようでありま

す。以前の昨年の震災前の、津波前の防災マップでは、

浸水域もちょっと違う部分もあったり、津波の際に避

難する場合、浸水方向に向かって避難するというよう

な状況もあり、不具合もあったようでありますけれど

も、それらが解消されたハザードマップとなると思わ

れるわけで、津波災害時に近隣の避難場所へ安全かつ

迅速、素早く移動できるように誰もがわかりやすい防

災マップとしていただかなくてはなりません。 

 そこでこの事業内容を見てみますと、３年計画とな

っておるわけですが、具体的な事業として避難誘導板、

あと浸水痕跡表示等も整備していただくようですが、

それらの整備というのは26年度までに入っていくのか。

あとハザードマップ自体は25年ということでしたが、

25年の早い時期になるのか、年度末になるのか、でき

れば早い時期に皆さんに配布していただきたいのです

が、その辺をお聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  これにつきましては鋭意

今調査なりやっているわけですけれども、今現実的に

は契約してますのが、今年の８月１日に契約いたしま

して、26年の３月24日までの工期で今ハザードマップ

については作業やってます。それで今ちょっと困った

のは、県のほうの浸水区域の想定との調整が県のほう

でも非常に難儀しているようでございまして、本来で

あればこの秋には県のほうから公表の予定だったんで

すが、これが来年以降にずれ込むと、そういうことで

ございます。 

 それで市長のほうからご答弁申し上げました来年度

中、これはできるだけ早くということは私どもも同じ

ですけれども、現在の予定ですと26年の３月、これま

でには出したいと、そういうふうに考えております。

県と調整しないと整合性のとれたハザードマップでき

ませんもんですから、これについては詰めながら鋭意

努めてまいりたいと、そのように思ってます。できる

だけ早くとは、同じ気持ちです。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  県のほうとの調整も必要では

ありますが、なかなか津波浸水域、昨年の浸水域が想

定以上のものが来たと思われますので、その辺を踏ま

えながら25年度末ということになるんでしょうけれど

も、できるだけ早く市民に配布できるようにご努力を

いただきたいと思います。 

 そして次に、９番目の（１）の「北限の海女」及び

「アマリン」の商標というところでございます。こち

らが今商標手続中ということでございました。これが
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手続されなくても、されれば特にそうなんでしょうけ

ども、多くの人たちが知っていただいて、活性化につ

ながってくると思います。 

 昨日来も一般質問でも多く議論されておりましたが、

ＮＨＫの連続テレビ小説「あまちゃん」、こちら来年

の４月１日から放送される予定と聞いております。海

女関係の持ち情報として、これまでも用いられてきま

した「北限の海女」と久慈市の「北限の海女」のイ

メージキャラクターであります「アマリン」という言

葉ですね。これを利用しましていろいろ商品開発とか

既存の商品に装飾というふうな簡易なものも出てくる

と思われます。 

 市内の事業所によっては独自に海女のイメージとか

呼称とかそういうものをデザインしまして使用してい

るところもあるようでございます。それら含めて海女

関連商品とそれらの一般の事業所が現在使っているも

のと相乗効果を得られるように、いろいろ考えていた

だきたいと思います。 

 「北限の海女」と「アマリン」、市内の業者にはで

きる限り自由に使っていただいて、それらをうまく利

用できるような方策というものを考えていただきたい

と思いますが、ご所見をお伺いします。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  「北限の海女」及び

「アマリン」の商標登録の関係に絡みましてのご質問

にお答えしたいと思います。 

 今議員のほうからお話ありましたように、これまで

もそういったものを活用したりとか商品化されている

事業者さん、企業の方々もおいでになる、個人の方も

おいでになると思っております。そういった意味から

も一方では、「あまちゃん」の放送にちなんで、市外

の方々あるいは県外の方々もそういったものを考えて

いるというような情報も察知いたしましたことから、

できればこの「北限の海女」、「アマリン」について

は久慈市の商標登録を取って、そして使っていただく

のが大先決であるという思いから観光物産協会さんの

ほうにお願いをし、商標登録の手続を今現在していた

だいているところであります。 

 いわゆる登録の見込みは、先ほど議員もお話なられ

たように、なかなか審査等々がありますので、特許庁

での審議の結果というのはまだいつになるかというの

は捉まえてないところでございますけれども、これが

登録をされ認定をされましたならば、市民の方々に多

く使っていただきたい。企業も含め個人の方々、団体、

そういった方々に使っていただく、これについては無

料でお使いをいただく方向で今現在考えてございます。

それ以外の市外、県外の方々についてそういうお話が

あったとすれば、この部分については有料等も含めて

今後検討していきたいと、こういうふうに考えている

ところでございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  商標に関しては、いろいろ国

外のほうの動きもあったりして大変なようでございま

すけれども、うまく商標登録していただいて久慈市の

活性化のために使用していただきたいと思います。 

 そして、以前市役所のしばらく前になりますが、封

筒なんかに海女の絵が、イラストがついたものが使用

されておりましたけれども、ああいう海女のイラスト

も含めた登録というもの、あと現在昨日きょう商標の

ほうチェックさせていただきますと、言葉だけで「ア

マリン」、「北限の海女」というのが商標出願してい

るわけですけれども、イメージ、デザインとしてその

イラスト、絵、そちらのほうの登録もしてはいかがと

思いますが、その辺をお聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  イラストのほうの関

係含めての商標登録されてはどうかということでござ

います。実は議員のお話のとおりでございまして、今

現在は封筒等には刷り込んではいないところでありま

すけれども、「アマリン」のイラストなんかも絵とし

て、図面としてありますので、現在もそれを活用して

いる部分多くございます。そういった意味で、その図

柄についても商標登録してもらうように、追加申請を

するようにということで、観光物産協会さんのほうに

お願いを現在しているところであります。 

 ただ、その著作権を持ってる方、市としてつくった

ときには使用権は市にあるんですけれども、それをつ

くってもらったところの著作権というものがございま

して、今そちらのほうの方との交渉をしていただいて

いるというふうに聞いてございますので、それが整え

ば、即座にこの図柄についても商標登録の中に入れ込

んでいきたいと、物産協会のほうからも伺っていると

ころでございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 
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○４番（上山昭彦君）  その辺のイラストのところも

うまく利用していっていただければと思います。 

 次に、三陸復興国立公園ということでございますけ

れども、こちらが新たな玄関口が八戸となりまして、

それでも観光客が増加してくるだろうと誘客活動をし

ていきたいということでございました。環境省のほう

では東日本大震災から三陸復興をということで、森・

里・川・海のつながりによって育まれた自然を自然環

境と地域の暮らしをということでグリーン復興プロジ

ェクトとして位置づけて活動しているようでございま

すけれども。 

 先ほど市長のほうから答弁ありましたけれども、北

は種差海岸、階上岳、南は松島のほうまで広い範囲が

このまた国立公園となるわけでございますけれども、

現在認定に向けてほかの、ちょっと別なほうにもいき

ますけども三陸ジオパークというものが今認定に向け

て活動しているわけですが、復興国立公園とほぼ同じ

ような区域となります。復興国立公園の取り組みと三

陸ジオパークの取り組みというものを連携すれば、も

っと当市の観光面においてプラスになると思いますが、

その辺のことをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  三陸復興国立公園に

絡みまして、いわゆる延伸される、今議員お話のとお

り先ほど市長からもご答弁申し上げますように八戸市

からということになりますし、南のほうは能登のほう

までということで含まれるということ、さらには今お

話ありましたように三陸ジオパーク、これまではいわ

て三陸ジオパーク推進協議会という名のもとにいわて

三陸ジオパークで日本ジオパークの認定を受けましょ

うということで取り組んできたところでありますけれ

ども、この復興公園の延伸に伴いまして、いわゆる県

境を越えたということから三陸ジオパークという名称

に変えて、これで推進をし認定を受けていこうという

ことで今現在ジオパーク推進協議会のほうでも取り組

んでいるところでございます。 

 今お話ありましたとおり、この復興国立公園と連携

した形で取り組んでいくのが、私自身も一番大切であ

るだろうと思っておりますし、ジオパーク非常にここ

に来てますます注目を浴びてきておりますので、何と

か久慈市もパンフレット、いろんなガイドブック等も

つくりました。立派なものできておりますので、ぜひ

この部分を含めながら国立公園とあわせて取り組んで

まいりたいと、このように考えてございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  市長も常々申し述べておりま

すように、地域資源を生かした振興というのは、この

ジオパークなり復興公園というのは入ると思いますの

で、その辺をご努力いただきたいと思います。 

 次に、仮称長小通り２号線の整備計画のほうでござ

いますけれども、早期に完成するように努力するとい

うことでございました。長内小学校は、昨年の津波で

はそんな大きな被害はありませんでしたが、50センチ

ほどの浸水がありました。満潮時であれば２メートル

にもなるというシミュレーションも出ております。当

市沖で大地震が発生して津波が発生すると数分間で到

達するということも考えられます。児童が安全に避難

するためには、どうしても道が、道路が、市道が、整

備が望まれるのでありますけれども、完成時期として

はいつごろを考えればよろしいのでしょうか。お聞か

せください。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは長小通り線、こ

れは２号線でございます。この避難道路についての年

次というか完成ということでございますが、いずれこ

れにつきましては９月補正をもって対応させていただ

いたところでありまして、今これを詳細設計を実施し

てございます。そういった中で地元の地権者の方等々

と協議を申し上げまして、細部の設計に入っていきた

いということで、今議員お話いただきましたように、

なるべく早く事業を完成させていきたいというふうに

考えてございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  ほんと児童が避難安全にする

ためには必要ですので、その辺をご努力いただきたい

と思います。 

 次に、長内川の堆積土砂の件でございますけれども、

県のほうでは定期的に見て対処するということでござ

いましたが、こちらは堆積土砂にかかわって流路が変

形しまして対岸、左岸側に流れて、そこの部分は護岸

がない、80メートルから100メートルあるなしだった

と思うんですが、それぐらい護岸されていない部分と

なります。そうしますと、左岸側に流路が寄っていっ
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て、大雨ごとに侵食される可能性もあるのですが、そ

の辺の護岸の整備に関してお聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  今の護岸の整備というこ

とでございますが、この河道の移動ということの原因

としては、今考えられるのは反対側の給食センターの

ほうからの山からの沢水、それから用水路の余水吐の

関係で、多分その水が影響しながら右岸側に徐々に堆

積していったものと、それが原因で今お話あった左岸

側に河道がいったということでございます。 

 ただ、今これがかなり前でありますと低水護岸とい

う形で久慈川等については設置したところでございま

すが、今はコンクリート等で固めないんだというふう

な方針になっているようでございます。そういった中

で施設に支障が出てきたら、県のほうとしては対応し

てまいりたいというふうなことで聞いているところで

あります。 

 以上であります。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  その辺の護岸の整備というと

ころもあわせてご検討いただきたいと思います。 

 後に、国体開催協議の施設整備ということでござ

いますけれども、こちらは26年度、27年度のリハーサ

ル大会を見据えたということでございましたが、柔道

競技のほうはりっぱな体育館がありますので問題ない

と思いますが、軟式野球競技のほうでございますが、

こちらが施設整備計画の第２次の表とかを見てみます

と、さまざまにバックスクリーンとか仮設席とかバッ

クネット等改修ということで大まかなことは書いてあ

るのですが、少し具体的にどこをどのように改修して

リハーサルに持っていけるのかということをお聞かせ

いただきたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  軟式野球競技のリハーサ

ル会場としての整備ということでございますが、現在

想定をしておりますのは駐車場関係です。駐車場関係

を整備したいというのが一つあります。今の野球場の

ほかに駐車場を整備したいというのがございます。そ

れから現在の野球場の本部といいますか、増設を考え

てございます。 

 それから、そのほかにはバックスクリーンの新設と

かバックネットの改良とか、主なものがそういったこ

とでございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  木ノ下議員の一般質問に関連

いたしまして、何点か質問をさせていただきます。 

 まず、質問項目の３、（１）災害廃棄物の処理につ

いてでございます。県内ではこれまで可燃物の処理が

中心であったようでございますが、今月早々お隣の野

田村の不燃がれきを秋田県の仙北市が受け入れを始め

たようでございます。これからは津波による堆積物を

含めた不燃物や漁綱などの災害廃棄物処理を本格的に

実施していくことになろうかと思いますが、当市とい

たしましては今後どのようなスケジュールのもと処理

をしていくのかをお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  災害廃棄物にかかわ

りまして不燃物の処理をどうしていくかというような

ご質問でございました。不燃物につきましては、なか

なかに公共事業での使用、活用というのがまだ具体に

ありませんで、ただ今セメント焼成の部分で１万トン

弱を調整中でございます。 

 それから、あと水防資材等に使えないかということ

で、これについてもまだ調整をしている段階でござい

ます。あとはまだ大量にございますので、その辺につ

きましては市の内部の公共事業に使えないかとか、振

興局の事業に使えないかということについて、それぞ

れにお願いをしているところでございます。 

 あと、漁網につきましては、今鉛を外す前処理を行

っておりまして、それが終わったらば鉛を外して 終

処分場に埋却したいというようなことで今進めている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  県は一般会計補正予算案を発

表し、がれき処理経費として約101億5,000万円を計上

し、県議会12月定例会に提案したようでございます。

12月に入り寒さが厳しくなってきております中、委託

業者さんは一生懸命頑張って作業をしていることも

重々承知いたしております。 

 計画では平成26年度末で完了を目指すということで

ございますが、当市におかれましてはコンクリート等

の処理が数値上では大きなウエートを占めており、県
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平均より約倍ぐらいの処理率であるようで順調に進ん

でいると思われます。一方で金属類を含めた不燃物や

漁綱等が多く残っておりますと、どうしても３・11の

津波が目に浮かんできますので、早期の処理完了実現

に向け、鋭意努力していくべきと考えますが、ご所見

をお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  災害廃棄物処理のこ

とにかかわってのご質問でございます。 

 金属くず、これリサイクル系のごみなんですけれど

も、これにつきましては１月末を目途に平沢の第１

ヤードから全部搬出が終わる予定となってございます。

それから、漁綱については久慈の場合ですと900トン

ほど、トータルで900トンほどなっております。あと

今課題といいますか処理が終わってないのは、住宅系

の断熱材とかそういったものがこれからの処理になっ

ていくということでございます。 

 可燃系につきましては、今お話があるのは県のほう

からと伺っておりますけども、新たに県内の施設で焼

却を10トンぐらいを増やしていただけるというふうな

お話もいただいておりますので、議員おっしゃいまし

たように26年３月末までに処理ができるように努めて

まいりたいというふうに考えているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  次に、質問項目の12番です。

汚水処理についてでございますが、下水道や浄化槽な

どの整備状況は、本県での汚水処理人口普及率は2011

年度末で75.1％、これは陸前高田、大槌町などとあり

ますが、当市の普及率はそれよりも大分低く51.9％と

なっており、23.2％の差があるようでございます。 

 県は普及率の低い県北や沿岸を重点に整備を促進さ

せる方針のようでございます。財政状況が大変厳しい

当市ではございますが、汚水処理人口処理普及率向上

と海や川を汚さないためにも、整備に向け 善をつく

していくべきと考えますが、考えをお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、私のほうから

普及ということでの質問に対してお答えさせていただ

きます。 

 確かに今議員お話いただきましたように、久慈地域

及び県北地域、ここについて非常に普及率が低いとい

うことでございます。汚水処理計画に則って今進めて

いるところではありますが、確かに財政的な問題もか

なり大きな影響がございます。特に下水道事業につき

ましては、汚水、そして雨水と、この両方をもって事

業を進めてございます。一つの事業費の枠の中で、こ

れらを優先的な部分をその年度、年度、また市勢発展

計画等によりまして、効率的な事業の推進を図るとい

うことで努力しているところでありますので、今後も

その考えをもって、この普及について努力してまいり

たいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  漁業集落排水事業について、

若干お伺いをいたします。 

 これまでに着々と整備がなされ、これからも整備の

計画がございますが、残念なことに夏井町の半崎地区

が、この事業の対象外だということだとご答弁の中で

お聞きした記憶がございますが、この対象外になりま

した経緯などおわかりでございましたらお聞かせくだ

さい。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  半崎地区の関係でお答え

させていただきます。この汚水の適正処理実施計画を

策定する段階におきまして、そのすみ分けということ

で３省、これは環境省、それと国土交通省、それから

農林水産省のほうになるわけですが、これで一応３省

におきまして、その事業を推進するために効率的に対

応すべき事業は何かということで、一応試算してござ

います。 

 そういった中で公共下水道をもって半崎地区の場合

は、その港湾のほうに近いところからはポンプアップ

で持っていきまして、それから夏井のほうに配管して

持ってきたほうが、漁業集落排水事業で行うよりはほ

んの若干安くできますということでの結果が確かに出

てございます。そういった中で、この計画としては公

共下水道で対応するというふうな考え方を持ったとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  結果的にそれが正しかったの

か、正しくなかったのか私も判断しかねますけれども、
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半崎地区には漁業に従事している方もたくさんござい

ます。沿岸の集落での整備が着々と進んでいる中で、

汚水処理の整備がこの地区は市中心部から離れている

ので、遅れていくのではと案じている１人でもござい

ます。漁業集落排水事業対象外の半崎地区の一部の住

民によりますと、同じ沿岸の集落でありながらと不満

もあると仄聞をいたしております。 

 お尋ねしますが、今後公共下水道や浄化槽等の整備

が行われていくわけではございますが、整備計画の年

度がいつごろになるのかおわかりでございましたらお

示しをいただきたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  公共下水道及び浄化槽の

設置等の場合においての事業はいつごろいくのかとい

うふうなお話でございました。 

 まず公共下水道につきましては、現在その事業は進

めておりますけども、今現状といたしましては認可今

とっているのは650ヘクタールほどございます。整備

状況については69.7％、約70％が今完了してございま

す。今後汚水の全体計画というのは1,370ヘクタール

ほど予定してございます。これは大川目地区でありま

すとか、小久慈地区等も入りましてその数字になって

ございます。そういった意味からいたしまして、この

全体での事業を全部終わるということになりますと、

非常に期間がかかるというふうなことでございます。

これ10年、20年の話ではない状態でかかるというふう

な状況でございます。 

 それで合併浄化槽につきましては、これにつきまし

てはこの公共下水道区域内でありましても認可の外で

あれば、この浄化槽の設置、補助は受けられるという

ことになってございます。そういった方法がまずあろ

うかと思います。 

 ただ、公共下水道で今すみ分けしたから、公共下水

道でやらなければならないというのでもございません

が、この先ほど言った汚水適正処理実施計画というも

のは、これは将来の人口とかいろんなものを想定して

５年に１回見直すことになってございます。 

 そういった意味で、また今後この見直しを図ったと

きに、たまたま本当にここの半崎地区については公共

と漁集の施設費管理費の割合が本当に僅少だったんで

すが、そういうこともありますので、その結果次第に

よっては、お話にあったように漁民の方、漁家の方が

半崎地区に多いわけでございますので、そういう方法

も考えられるのではないかということで、今後も関係

の部署との協議はしていきたいというふうには思って

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  今の答弁を聞いて感じており

ますけれども、実際半崎地区が、この公共下水道が整

備されるのはもうほぼ 後のほうになるんじゃないか

なと地域的にも。だから私が先ほど申しましたけれど

も、何とかして漁業集落排水事業の整備でやれないも

のかなと、そうすればそんなにも今３地区で計画して

おりますけれども、そんな遠くない時期に整備ができ

るんじゃないかと思うんですが、その方法とかござい

ましたらお伺いをいたしまして、私の質問を終わりま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、漁業集落排水

事業で事業を実施できないかというふうなお話でござ

いました。先ほど私 後のほうにお話いたしましたが、

これについてはその漁業集落排水事業のほうでも、こ

の事業をできないかということを検討していきたいと

いうふうに思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  木ノ下議員の質問に関連して

何点かお伺いをいたします。 

 質問項目の２番ですけれども、自主防災組織につい

てお伺いをしたいと思います。先ほどの答弁で久慈市

においては38.5％の組織率というご答弁がございまし

た。これは高いのか低いのかですけども、いつごろま

でにどれぐらい、 近頻繁にいろんな災害が起こるわ

けですけども、どれぐらいを目途にしているのかとい

う点が１点。 

 それから、自主防災組織ですけれども、これは災害

時の要援護者名簿の共有がされておるわけですけれど

も、そのほかに消防団あるいは民生委員等が共有され

ております。そのほかに町内会、こういったところが

この災害時要援護者名簿の共有だけを協定している団

体というようなものもあるのかどうかというのが１点。 

 それから、１人の要援護者にたくさんの団体が名簿

を共有しているわけですけれども、実際の災害時にど
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の組織が主体となって避難誘導あるいは安否確認をす

ることとなっているのか、協定の時点でいろんな協定

されていると思うんですけれども、その辺と。 

 それから、多くの組織が共有することによって、逆

に共有者間同士の意志の疎通を普段図っておかないと、

他の団体にお任せになってしまって逆に置き去りにな

る心配もされますけれども、その辺をどのように考え

るのかお伺いをいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  自主防にかかりましては、

目標値いつまでにということですが、目標値にすれば

あくまでも100％ということになると思います。いつ

までにというのはこれまでも市長のほうからも再三議

会でご答弁申し上げてますけども、数字上の100％じ

ゃなくて久慈市においては実質的な自主防を目指すと

いうことの、中身で勝負していきたいというふうな基

本的なスタンスを持っております。 

 したがいまして、例えば名前出して申しわけないん

ですけども、婦人消防協力隊で全域を組織化して

100％というふうなものにするのではなくて、例えば

いいほうでは名前上げてもいいと思うんですが、幸町

さんとか寺里さんとか畑田さんみたいに実際に訓練や

って、そして実際にそういうふうな活動できるような

団体をつくっていきたいと、そのような目標でござい

ます。そのような目標で100％に持っていきたい。で

すから、いつまでにということはここで申し上げるこ

とはちょっと難しいと思っております。 

 それから関連もありますので、ちょっと私のほうか

らも答弁させていただきますけれども、要援護者、こ

れにつきましてはご案内のとおり、町内会等含めまし

て個人でなければ秘密の守秘義務を課して、いわゆる

そういうふうな団体等は市のほうで判断して、名簿の

共有はしております。それじゃあ誰もかと言えば、例

えば消防団等でもある程度の地位の方までとか、そう

いうふうな格好でもやっているところもありますけれ

ども。いずれにしろ、おっしゃるとおり１人の要援護

者に対していろんな団体があって、それで誰がやるん

だということがそれはいつもそういうふうに、中身の

矛盾というかちょっといろんなことの問題は私らも感

じてます。 

 それで原則的には民生委員の方が回って、実際の確

認、安否確認するんですけど、現実的な問題とすれば

民生委員の方がすごい市内に100数十名しかおりませ

んので、現実的にその方が全部回って確認できるとい

うことはできません。それで現実の例としますと、そ

れに加えて消防団等が確認したり、そういうふうな連

携はとっておる場合もございました。そういうふうな

ご指摘の面については今後とも改良の余地があると、

そういうふうには思っております。 

 いずれにしましても、そのような要援護者の方と

ワークショップなんかやりますと、現実的にその人の

世帯、その方の状況に応じて、どういうふうな体制を

組まなきゃならないか、これは今後の課題で検討して

いかなきゃならないと、その一人ひとりのケースに沿

った避難体制、そういうものを考えていかなきゃいけ

ないというふうには思っております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  今お話がありました中身の濃

い組織にしたいという意向があります。確かにそのと

おりでございます。 

 それと、この要援護者名簿にかかわってですけども、

登録率が非常に県内全般に低いというようなことも報

道されております。今部長のほうからもお話がありま

したけども、これは先ほどお話があったように個人情

報保護法、こういったものが壁になっている部分だと

思いますけども、ただそうは言っても人命に直接かか

わる問題でありますので、これはぜひなるべく登録す

るような方策をとっていただけるようにしなければな

らないと思いますけども。 

 それと、今多少部長のほうからも話がありましたけ

ども、民生委員ですけども、この民生委員１人が何人

もの要援護者を担当するという形になっておって、民

生委員の負担が大きいというような声も聞かれますけ

れども、当市では１人の民生委員が何人ぐらいを担当

している状況にあるのかお伺いをいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  詳細については、それぞれ担

当部長から答弁をさせますが、基本的なことを少しだ

け説明をさせていただきたいと思います。 

 先ほど菅原部長から婦人消防協力隊の話が例示的に

ございました。ある県内の自治体においては自主防組

織率が100％という自治体もあるわけであります。こ

れはどういったことかと言いますと、その自治体に一
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つの婦人消防協力隊があって、これが全域をカバーし

ているという形をとった場合には直ちに100％になる。

久慈市の場合は連合組織形式をとっておりますので、

その婦人消防協力隊のある地区についてはそのとおり

の数字が出るんですが、じゃあ全体の世帯数に比べて

はどうかということがあります。例えば久慈市の世帯

数に比べて、例えば山形町地区内には何人の世帯があ

るかと。こういったことで数字上は100％にはなって

こない。これを簡単に100％に持っていくためには連

合体組織から全体に一つの婦人消防協力隊があるんだ

ということになりますと、これは直ちに100％になる

と、こういうことでありますので、そういう形ではな

く実質的な組織を100％目指していくと、こういった

趣旨であります。 

 それから、１人の災害要援護者の方々に対して、３

人ぐらいの見回り役といいますか、そういった方を配

備すると。それは町内会等でその人選をしていただく

と、こういったことになっております。したがって、

民生委員なら民生委員さんだけにこの役割を担わせて

いると、こういうことではございませんので、その点

はご理解をいただきます。その上で民生委員１人当た

りのことについては担当部長から答弁をさせます。 

○議長（八重櫻友夫君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  災害時の要援護者等の

支援のことについてでございます。この要援護者に対

する支援者につきましては、ただいま市長から申し上

げましたとおり１人につき３名の登録ということでお

願いをしているところでございます。また、登録率で

ございますけれども、当市におきましても民生委員さ

んが捉えている要援護者に対しまして、登録率といた

しましては70％から80％程度の登録率となっていると

ころでございます。 

 こうしたこと等も含めまして、本年10月から11月の

初めにかけまして、市内９カ所におきまして各町内会

に出向きまして、この支え合い活動のさらなる取り組

みの充実に向けた説明、それから町内会あるいは民生

委員さん、老人クラブ等々を対象にしたところでござ

いますけども、こういった取り組みについて地域での

取り組みの広がりについてのお願い、これらについて

行ったところでございます。この登録率といいますか、

要援護者の状況の把握につきましても、むしろ町内の

ほうが実態を承知しているというところもあるわけで

ございますので、こういったのの拡大といいますか、

掘り起こしにつきましても、ご説明をしながらお願い

をしたところでございます。 

 今後とも社会福祉協議会とか町内会等々と協力しな

がら取り組んでまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  丁寧なご答弁をいただきまし

てありがとうございます。 

 次に、限界集落についてお伺いしたいと思います。

先ほどの答弁では久慈市には13地区において限界集落

があるという話がありましたけども、まだまだたくさ

んの予備軍があるんじゃないかなという思いがいたし

ます。 

 先般試行的に行われました議会報告会において、山

形会場ですが現在２地区が限界集落になっており、４

年後には全地区が限界集落になる心配があるので、農

村のあり方について早急に対策を考えてほしいという

ような要望が出されましたが、この点をどのように捉

えているのかお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  65歳以上の人口が

50％を超える地区が13地区ということで、これは全体

の9.8％になってございます。また準限界集落、これ

は55歳以上人口が50％を超える地区でございますが、

53地区という状況になってございまして、今全体での

39.8％がそのような状況になっている、そういうふう

なことでございます。 

 それで各町内会でどのようなことに地域活性化のた

めにご苦労なさっているのかということで、昨年の11

月にアンケート調査を実施いたしました。そうした中

で地域の活性化をするためには、一つは地域リーダー

の育成が必要だと、それから地域活動に対する住民の

意識啓発が必要だと、それから活動費に対する行政の

資金的援助が必要だという３項目が主に大きな回答が

寄せられているところでございまして、今抜本的な活

性化策についてはなかなか難しい面がございますが、

この地域が抱えている課題等に対しまして一緒になっ

て相談しながら、地域の活性化に向けて努力してまい

りたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 
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○11番（澤里富雄君）  この限界集落ですけども、こ

れは地域に入り込みまして、もっときめ細かな指導、

助言が必要と思います。地域の農林水産商工全てが関

連して集落が成り立っていると思いますので、この部

局個々だけではなくやっぱり市全体として取り組んで

いく必要があると思います。答弁は今いただいたので

結構でございます。 

 時間の関係もありますので、次に三陸縦貫道につい

てお伺いをしたいと思います。各種補償物件の調査が

済んだということでありますけども、この立ち退き移

転に当たり土地あるいは建物の調査物件が終わったと

いうことでありますけども、補償金が示されないため

に前に進めないという方々が困っているという声を聞

きますが、いつごろどのような形で示されるのかお伺

いをいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それではお答えをいたし

ます。 

 まず、三陸北道路の関係でございます。境界の立ち

会いを今終わろうとしておりまして、これから今入っ

てますが用地の補償の説明会をしていきたいと。あと

立ち退きその他については個々の補償の関係でござい

ますので、まず用地のほうの説明会を行い単価等のご

説明をした後に、あと家屋の移転その他については個

別補償ということで進めていくというふうに聞いてご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  きのうも出ましたけど、イン

ターチェンジの構造について若干確認したいと思いま

すけども、インターチェンジはハーフインターという

のまだちょっと理解しない部分なんですけども、片側

に出るというのはわかるんですけども、片側から上下

線に入れるのか、あるいは出れるのか。そういった

ハーフという意味なのか、それとも片側から乗ったり

おりたりするしかできないのかというのも確認をお願

いしたいと思いますけども。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  例えば宇部地区に想定をされ

るハーフインターでありますと、久慈市街地から宇部

に向かっておりることができる、それから宇部からは

市街地に向かって乗ることができる、そういう形状に

なると説明を受けております。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  そうすれば、片側から乗るこ

とができる、おりることができる、反対車線にはいけ

ないと。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  この路線は自動車専用道路に

なるものでありまして、強固なものになるか簡易なも

のになるかは別として、中央分離帯が多分設置される

ものだろうと思ってます。したがって、宇部側から久

慈市街地のほうに向かって乗った路線はそのまま久慈

市街地に向かわざるを得ないという。野田のほうには

野田のインターチェンジまで一般国道を使って進んで

いただくということになります。そこでさらに南のほ

うに向かう方は向かっていただくと、そういう形にな

ろうかと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  わかりました。非常に不便な

インターという形で理解されるんですけども、それと

出入り口については信号機、そういったのはどのよう

になるんでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  確かに不便と言えば不便では

あるわけでありますが、一方ではこれは無料の高速道

路ということもございます。それから芦ケ沢地区とい

いますか長内地区にもハーフインターがつくられます

し、新井田地区にはフルインターが既にあると、こう

いったことでありまして、その距離は従来の自動車専

用道路に比べて非常に短い距離でもってつくっていた

だくと、こういうことであります。したがって若干距

離は３～４キロ離れるけれども、二つのインターがそ

の距離に延びているということであって、むしろ利便

性は増すのではないのかなというふうに思っておりま

す。宇部町地内から野田のインターまで数分しかかか

らないのではないのかと。そんなことを考えますと、

費用対効果あるいは事業のスピード感といったことか

ら判断すれば、当面はこのハーフインターで工事を進

めていただくことのほうが地域住民にとってよろしい

のではないか、こういうふうに理解しております。 

 後の部分については、担当部長から答弁をさせま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 
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○建設部長（小上一治君）  私のほうから信号という

ことで、この信号というのは一般道の部分の信号とい

うことになろうかと思います。ただ一般的には、侵入

するときに左折レーン等ができます。要するにそうい

うことになりますので、一般的にはハーフインターの

場合はつかないものというふうには思ってますので、

確認していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  12番中平浩志君。 

○12番（中平浩志君）  それでは、関連して何点か質

問します。 

 まず、ハザードマップの件について関連すると思い

ますけれども、ついこの間港地区に民間のデイサービ

スセンターですかな、何か開設するというのが載って

ましたけれども、このハザードマップ、震災以降の部

分考えると、どういうふうに久慈市では捉えますか。

ハザードマップ、津波とかの震災地ですよね。そこに

出ますよね、できたというか。そういった部分考える

と、このハザードマップとの兼ね合いはどういうふう

に考えるのかなということです。 

 それと、次が県立病院の病床数の確保についてなん

ですけども、３年間連続で70％以下になるとどうして

も減らしていくという先ほどの答弁なんですけども、

これが例えばまた何年か後になったらば、また利用数

が70％だからまた減らしていくとか、そういうふうな

形に国としては考えているのかどうかということと。

今ドクターヘリを飛ばしましょう、緊急医療体制つく

りましょうというときに、病床数減らしていくことが

本当の意味での県立病院の役割を担っていくのかどう

かというのが、ちょっと疑問符は感じさせられますし、

前から言ってる病院の医師の確保、こういったのも本

来の病床数の減少というのには私は、大変大きな原因

じゃないかなというふうに思っております。 

 やはり地域医療を守るためには、そういった部分を

もっときちっと国・県が考えて地域医療に貢献しない

とだめじゃないかなというふうに考えますけれども、

その辺について当局の考えをお聞かせください。 

 それとあともう一点が、産業振興の「北限の海女」

及び「アマリン」ですか、「あまちゃん」になります

けども、例えばきのう来、先ほど上山議員も関連の話

をしましたけども、撮影で使った車、うちでも若干提

供させていただきました。 

 例えばの話、こういうふうに独自で軽バスなんかに

もライン入れながら、独自でＮＨＫのほうでやってま

す。なおかつキーホルダーにというか鍵のキーホル

ダー、こういうふうなのもやっぱりＮＨＫで独自でつ

くってやってました。やはりこういったいい部分があ

るので、この車を利用というわけじゃないですけど、

多分スナップ写真とかいろんな部分で撮っていると思

うんですよね。なおかつこういうふうな部分でＮＨＫ

に言えば、ものはあると思います。なおかつＴシャツ

もＮＨＫで独自にあまちゃんのＴシャツもつくってい

るはずですし、やはりそういった部分も活用しながら

いかにこの「北限の海女」、久慈市というのを宣伝し

ていくかということももっとタイアップしながら有効

的に利用する考えでいかないと私はだめじゃないかな

というふうに思いますので、その考えについてお伺い

いたします。 

 後に、教育委員会のいじめに関する教員評価にな

ります。確かに今まで隠すような部分もあったと思い

ます。それによって今度のいじめ問題に関しては、こ

の間も新聞に載ってましたけども、４月から８月にか

けて把握しただけでも６倍以上になっていると。やは

りそういった実際の数字というの、これが本当の実際

の数字かどうか私自身もわかりませんけど、ただそう

いうふうな数字が上がってきていること自体がやっぱ

り問題じゃないかなというふうに思います。 

 もちろん学校関係者あるいはいろんな人たちがもっ

と勇気を持っていじめの根本的な部分を解消するよう

にしていくというのが大事じゃないかなというふうに

思いますので、こういった学校評価、教員評価という

のもいいんですけれども、教育委員会独自としてのも

うちょっと何か掘り下げて対応できる部分があるかど

うかを考え方をお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  ただいまのハザードマ

ップに関連いたしまして、この港地区にデイサービス

センターが設置のことではないかという質問でござい

ます。ハザードマップ自体には土地の利用規制をかけ

るという位置づけではないわけでありますが、それと

は別にいたしまして、このデイサービスセンターの整

備につきましてはさきの議会でもご質問いただいたと

ころでございます。 
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 当該整備の許認可あるいは指導等については県が所

管しているところでございます。また、このデイサー

ビスセンターの設置あるいは運営等に係る基準につき

ましては、国の省令で定めがございます。こうしたも

のに合致する場合におきましては、県のほうで事業の

認可をしていくという形になっているところでござい

まして、県からの情報によりますと先週の末の段階で

認可に至ったというふうに聞いているところでござい

ます。 

 こうした中にありまして、市といたしましては県振

興局に対しまして防災対策といいますか避難対策等々

につきましては、十分に対応すべきというようなこと

については振興局のほうに申し上げたところでござい

まして、また情報の共有等を図りながらきたところで

ございます。 

 次に、久慈病院の病床数の削減に係る点でございま

す。市長からご答弁申し上げましたとおり、さきの運

営協議会において久慈病院のほうから当該点について

言及があったところでございます。久慈病院は現在

342床の病床でございますけども、70％を切ったら、

いつの時点でどのようにというようなことまでは先日

の運営協議会等においては言及がなされていないとこ

ろでございまして、今後のいわゆる検討課題であると

いう趣旨の説明であったというふうに捉えております。 

 市といたしましては、今後とも医師確保等々含めま

して従前から要望しているところでございますけども、

久慈地域の中核的総合病院としての機能を落とさない

ような対応をしていただきたいということにつきまし

ては、引き続いて要望してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  「北限の海女」ある

いは「アマリン」に、商標に絡みながら産業振興につ

いてのご質問をいただきました。議員には大変ロケの

対応で車の提供等々いただきまして大変ありがとうご

ざいました。なかなかに注文がいっぱいあって対応す

るのに苦慮されたかなと思っております。ありがとう

ございました。 

 先ほど議員のほうからご紹介ありました写真、ライ

ン等、さらにはキーホルダーであったりＴシャツであ

ったりマグカップであったりということで、エキスト

ラの皆さんに対するＮＨＫからの記念品ということで、

ＮＨＫのほうでつくられたものでございます。これを

参考にしながら、あるいはこういったものもあわせて

使えるか、そういったものはこれからＮＨＫの広報の

ほうとのやりとりもあります。あるいは商品化につい

ては昨日も申し上げましたけれどもエンタープライズ

の関係もありますので、そういった部分を聞きながら

明日13日にはエンタープライズのほうも説明会におい

でいただくことになってございますので、そういった

部分も含めながら活用方法について一緒になって研究

しながら使えるものは使ってまいりたいと、このよう

に考えてございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  いじめ問題についてのご質

問にお答え申し上げますが、議員おっしゃるように確

かにことしの４月から９月までの調査で、この半年間

で昨年を上回るいじめの件数が報告されたというふう

な文科省の調査の結果の記事があるわけでございます

が、これは私もそう思うんですけども、決してこれま

で見落としていたものが新たに出てきたといったもの

ではなくて、むしろいじめの初期の芽というものが見

つけられるような環境ができたんだろうというふうな

ところも一つあるわけでございます。 

 そういったことからしまして全国的に教員の評価に

かかわっていじめがあれば、あるいはいじめが多けれ

ば、その教員の評価が下がるといったようなことの懸

念があり、そして隠ぺいに結びついたのではないかと

いった心配があったわけでございますが、岩手県教育

委員会ともいろいろそういったいじめの問題では議論

する機会があるわけでございますが、本県にあっては

そういったいじめの有無あるいはいじめの多寡によっ

て教員の評価は評価の対象とはしてないといったこと

を、まずお答え申し上げたいというふうに思うわけで

ございます。この対応については、これからもそうい

うふうに対応すべきであるし、この文科省の通知もそ

ういったことを通知しているというふうに思っている

わけでございます。 

 議員おっしゃるように、国の方策あるいは県の方針

等はそれはそれとして、市独自でもさまざまな形でい

じめを発生しないようにしていかなければならない。

そういったことから各学校での取り組みとしてＮＲ運

動、要するにノットアローンリボン運動とか、そうい
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ったことを独自に進めているところの学校もあるわけ

でございまして、そういったところの運動等もこれか

ら全学校に浸透を図るように進めていくことも一つ必

要だろうというふうに思ってございます。 

 いずれにしても、このいじめの問題につきましては、

学校と家庭、それから地域との連携、そういったもの

も大事でございますんで、そういったところも強力に

進めながら、早期発見、そして早期の解消に努めてま

いりたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 この際、昼食のため、休憩いたします。再開は午後

１時５分といたします。 

    午後０時03分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後１時05分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

 一般質問を継続します。次に日本共産党久慈市議団

代表、城内仲悦君。 

    〔日本共産党久慈市議団代表城内仲悦君登壇〕 

○17番（城内仲悦君）  私は、第９回定例会に当たり、

日本共産党久慈市議団を代表し、市政をめぐる諸問題

について、市長並びに教育長に質問をいたします。 

 質問項目の第１は、公契約条例の制定についてであ

ります。この問題での質問は今回で４度目になろうか

と思います。 

 ご承知のとおり千葉県野田市から始まった公契約条

例の制定は、継続審査を含め７自治体になっています。

さきの岩手県議会では、公契約条例の早期制定を求め

る請願が採択されておりますことは、ご承知のことと

存じます。そこでお尋ねをいたします。公契約条例の

制定に向けて当市としてどこまで検討が進んでいるの

か、お聞かせください。 

 質問項目の第２は、再生可能エネルギーについてで

あります。２点お尋ねします。 

 第１点は、未利用資源として注目を集めている間伐

材の活用についてであります。そこで管内の間伐材を

利用しての発電可能規模についてお示しいただきたい。 

 第２点は、岩手・木質バイオマス研究会についてで

あります。この研究会は2000年７月に創立され、2003

年７月から活動を開始しています。会の目的は「豊富

な森林資源をエネルギーとして有効活用し、二酸化炭

素削減に寄与するため、木質バイオマス利用の促進を

図る」となっています。この岩手・木質バイオマス研

究会は、岩手県や各市町村、民間事業者、大学関係者

が垣根を越えてミッションに参加し、成果を上げてき

ていると伺っています。そこで、この研究会との連携

が図られているのかお尋ねします。 

 質問項目の第３は、岩手北部広域環境組合問題につ

いてであります。この問題では日本共産党県北市町村

議員団は、広域処理化によって10億円の節減の試算に

ついて、それぞれの議会、組合議会で根拠を示せとた

だしてきました。この問題では広域化は交付金要件と

無関係であることが明らかになり、新たな展開が生ま

れております。さきの久慈市議会での答弁は試算の見

直しを図るとのことでありました。そこで、端的にお

尋ねします。試算見直しの進捗状況についてお示しを

いただきたい。 

 質問項目の第４は、福祉灯油の実施についてであり

ます。これまでも県で予算化を図れば、市も対応して

きた経緯があることから、実施すべきであると質問い

たしました。補正予算に計上した経緯を含め、福祉灯

油購入費助成事業費1,719万8,000円の内容についてお

聞かせください。 

 質問項目の第５は、放課後児童クラブ交付要綱の拡

充についてであります。現在、交付要綱では、母子・

父子について、月2,000円の助成があります。毎年、

久慈市学童保育連絡協議会は、市長に会い、複数入所

者に月2,000円の減額助成を要請していますが、いま

だ実現に至っていません。速やかに実現を図っていた

だきたい。 

 新たな問題として浮上してきている課題が、今回質

問を通告している問題です。生活保護法第13条に規定

する教育扶助または学校教育法第19条に規定する援助、

いわゆる就学援助を受けている世帯について、保育料

の軽減を図っていただきたいのであります。今、母子

世帯で収入が少なく学童の保育料が払えないことから、

小学３年生の子が学童保育が必要なのにやめていく実

態。指導員・父母会の皆さんが心を痛めています。子

供の貧困が身近にふえつつあることに危機感と怒りを

覚えるのは私だけではないでしょう。子供が安心して

学童保育所へ行けるように、教育扶助、就学援助世帯
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の児童に、保育料軽減を図るために、交付要綱の拡充

を図っていただきたい。答弁を求めます。 

 質問項目の第６は、高齢者の健康管理についてであ

ります。寒さが厳しくなる中で、肺炎で亡くなる人が

多くなっています。県内では、肺炎は昨年５位、

1,668人。ことしは既に106人増加しています。肺炎は

高齢者の 大の敵と言われています。がん・心筋梗塞

などの心疾患、脳梗塞などの脳血管疾患の３大死因か

ら肺炎が加わり４大死因の時代に入ったと言われてい

ます。肺炎球菌ワクチンの接種の促進は高齢者にとっ

て緊急の課題であります。市として肺炎球菌ワクチン

の接種促進のための補助制度を早急に創設すべきと考

えます。答弁を求めます。 

 質問項目の第７は、介護保険についてであります。 

 第１点は、介護保険の要介護認定者の税控除は、要

介護認定者の障害の程度が身体障害者などに準じる人

で、市町村長に認定された人でなければなりません。

全国的には、介護度１ないし３は障害者控除、介護度

４、５は特別障害者控除という情報もあります。この

制度の周知が必要であると考えますが、徹底方法につ

いて示していただきたい。 

 第２は、市内の訪問介護事業所におけるヘルパー派

遣の生活介護中心あるいは身体介護中心の時給の実態

についてであります。ある事業所では、生活介護中心

も身体介護中心も同額の時給650円だと伺いました。

ご承知のとおり 低賃金は、ことしの10月20日以降は

時給653円となっています。昨年は645円ですから、そ

れでも 賃すれすれであります。市内訪問介護の時給

の実態を承知しているのであればお聞かせください。 

 質問項目の第８は、土木行政についてであります。

端的に３点お尋ねします。 

 第１点は、２級河川沢川。新中の橋水門へゲートポ

ンプを設置することについて、県の整備計画の中に具

体化が図られたのか。 

 第２点は、大成橋右岸上流の堤防未設置の解消と碁

石川整備について、県との協議を行ったのか。行った

とすれば協議内容を示していただきたい。 

 第３点は、市が管理する橋梁の保全計画とその進捗

状況についてお聞かせください。さらにその中で、平

山小学校の通学路にもなっている野中橋の整備計画に

ついてお示しをいただきたい。 

 質問項目の第９は、通学路の安全策について、教育

長に質問します。この問題はさきの議会でも取り上げ

ています。17カ所危険箇所があると答弁があり、検討

結果が10月までに示されるということでありました。

17カ所の解消計画を示していただきたい。 

 以上、９項目13点にわたって質問をいたしました。

住民に元気をいただける答弁をお願いし、登壇しての

質問といたします。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  日本共産党久慈市議団代表、

城内仲悦議員のご質問にお答えをいたします。 

 初に、公契約条例の制定についてお答えをいたし

ます。 

 公契約条例は、公共事業の受注に際し、採算を無視

した低価格入札、いわゆるダンピング受注による労働

環境への悪影響が及ばないよう規制しようとするもの

であり、千葉県野田市、神奈川県川崎市及び相模原市

において施行されておりますが、現状においては導入

検討段階を含めて取り組み事例は少ない状況にあるも

のと認識をいたしております。 

 当市の検討状況でありますが、地方自治法、 低賃

金法、労働基準法等関連法令に係る違法性の疑義が解

消されておりませんことから、制定に向けた具体的な

検討には至っていないところであります。なお、条例

制定の趣旨である労働条件の確保につきましては、当

面現行の 低制限価格制度の運用により担保してまい

りたいと考えております。 

 次に、再生可能エネルギーについてお答えをいたし

ます。 

 まず、間伐材を利用しての発電可能規模についてで

ありますが、平成21年度に久慈管内で間伐された木材

の材積は約２万8,000立方メートルであり、そのうち

未利用間伐材の材積は約２万1,500立方メートルと推

計されると県北広域振興局林務部より伺っているとこ

ろであります。また、今年度実施しております木質系

震災廃棄物等活用可能性調査によりますと、木材約

1,000立方メートル当たり毎時約32.5キロワットの出

力が得られると積算されておりますことから、未利用

間伐材のみを利用して発電事業を実施する場合の発電

可能規模は毎時約700キロワットの出力になると推計

しているところであります。 

 次に、木質バイオマスの活用に向けた技術的な課題



－80－ 

や活用システム、地域での展開等について調査研究を

行っております岩手・木質バイオマス研究会との連携

についてでありますが、本研究会は、研究者、県の林

業担当職員、林業関係事業体など多くの有識者等によ

り構成されているところであります。このことから、

市では研究会の主催事業に参加しながら、会員の方か

ら木質バイオマスの活用に向けて、アドバイスをいた

だいているところであります。今後におきましても会

員との情報交換を図りながら、地域木質資源を活用し

た再生可能エネルギーの導入に向けて取り組んでまい

りたいと考えております。 

 次に、岩手北部広域環境組合についてお答えをいた

します。 

 岩手北部広域環境組合の試算見直しの進捗について

でありますが、去る11月14日、いわゆるごみ処理施設

の整備に係る循環型社会形成推進交付金の運用につき

まして、組合管理者が環境省と協議したとのことであ

ります。当該組合では、その内容を踏まえ、来る12月

26日、管理者・副管理者会議を開催し、ごみ処理施設

の整備のあり方について協議を行い今後の方針を定め

る予定であると、岩手北部広域環境組合から伺ってい

るところであります。 

 次に、福祉灯油についてお答えをいたします。 

 昨日の創政会代表、桑田議員にお答えいたしました

とおり、所得が低い高齢者世帯等に冬期間の経済的負

担の軽減を図るため、県の補助を受け福祉灯油事業の

実施を予定しており、１月中旬から受け付けを開始し

たいと考えております。 

 次に、放課後児童クラブ運営費補助金交付要綱につ

いてお答えをいたします。 

 学童保育料の軽減を図るための補助制度の拡充につ

いてでありますが、現在、放課後児童クラブ運営費補

助金交付要綱に基づき、母子家庭及び父子家庭児童の

学童保育料の減額に向けて、１人当たり月額2,000円

を限度に放課後児童クラブ運営費の補助を行っている

ところであります。 

 次に、生活保護法による教育扶助または学校教育法

による援助を受けている世帯の児童に対する補助制度

の拡充についてでありますが、放課後児童健全育成事

業費補助金の補助基準額の改定に伴い、放課後児童ク

ラブに対する運営委託料も増額されていることなどを

踏まえまして、現段階においては考えていないところ

であります。 

 次に、高齢者の健康管理についてでありますが、肺

炎球菌ワクチンは肺炎球菌による疾患の予防と重症化

の予防に効果があるとされており、高齢者の健康保持

のために有効であると認識をいたしております。また、

昨年度は、東日本大震災に係る復興支援の一つといた

しまして日本赤十字社、岩手県医師会及び岩手県の共

同事業として、被災地の70歳以上の高齢者を対象に肺

炎球菌ワクチンの接種費用助成事業が実施されたとこ

ろであります。現在、肺炎球菌ワクチンは、接種を希

望する方が受けられる任意の予防接種でありますが、

国において肺炎球菌ワクチンを含めた７ワクチンの定

期の予防接種化について検討がなされておりますこと

から、これらの動向を注視しながら検討してまいりた

いと考えております。 

 次に、介護保険についてお答えをいたします。 

 まず、介護保険の要介護認定者の税控除の周知の徹

底方法についてでありますが、65歳以上で要介護１以

上の認定を受けている方は、障害者控除が受けられる

場合があるため、障害者控除対象者認定書の申請を行

うよう、市広報及びホームページ等を通じ周知に努め

ているところであります。引き続き関係機関と連携し、

一層の周知に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、市内の訪問介護におけるヘルパー派遣による

生活介護・身体介護の時給の実態についてであります

が、市が運営をいたしております元気の泉ヘルパース

テーションにおいては月額報酬等で支給しているとこ

ろであります。なお、市内各事業所の時給等の実態に

つきましては、各事業所の就業規程等により定められ

ているところであり、市としては把握していないとこ

ろであります。 

 後に、土木行政についてお答えをいたします。 

 まず、２級河川沢川の新中の橋の水門へのゲートポ

ンプ設置についてでありますが、河川管理者でありま

す県北広域振興局土木部からは、強制排水用ゲートポ

ンプの整備は予算獲得が大変厳しい状況にあり具体化

までは至っていないものの、当該区域は浸水常襲地で

あることから必要性は十分認識しており、継続して整

備に向け努めてまいりたいと伺っているところであり

ます。今後市といたしましては、昨年の台風15号襲来

時にも冠水被害を受けるなど、これまでも幾度となく

被害を被ってまいりましたことから、引き続き重点事
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項として強く要望してまいりたいと考えております。 

 次に、大成橋右岸上流の堤防未整備の解消と雨水排

水対策についてでありますが、これまでも河川管理者

であります岩手県に対し、重点事項として堤防整備に

ついて要望してきたところであります。県北広域振興

局土木部からは、市の雨水排水対策の進捗と土地利用

状況の変化などを注視しながら、県全体の治水対策の

中で緊急性、重要性を総合的に勘案し、事業化の時期

を検討してまいりたいと伺っているところであります。

市といたしましても、引き続き県に対し要望していく

とともに、今後情報交換を重ねながら、ポンプ場整備

等、雨水排水対策の計画策定と、事業化に関する具体

の協議について取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、市が管理する橋梁の保全計画とその進捗状況

についてお答えをいたします。 

 市では管理する道路橋309橋について、平成22年度

に橋梁長寿命化修繕計画を策定したところであります。

このうち早期に修繕が必要な橋梁45橋のうち今年度末

までに12橋の修繕が完了する見込みとなっており、今

後におきましても計画的な修繕に努めてまいりたいと

考えております。また、野中橋につきましては、高欄

等に腐食や破損が見られますことから、利用者の安全

のため修繕が必要であると認識いたしておりますので、

今後適切な対応について検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、城内仲悦議員

に対する私からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  日本共産党久慈市議団代表、

城内仲悦議員の通学路の安全対策についてのご質問に

お答えをいたします。 

 文部科学省による通学路における交通安全の確保に

向けた緊急合同点検において、久慈市の通学路におけ

る危険箇所は 終的に20カ所となり、そのすべてにつ

きまして、久慈警察署、国・県・市の各道路管理者に

対して、危険箇所解消に向けた対策の実施を依頼いた

しました。 

 その結果、久慈警察署からは３カ所の横断歩道など

の補修については実施する旨の回答を得ております。

各道路管理者からは、スクールゾーン表示等の設置に

つきましては実施検討中であるとの回答を得ておりま

すが、その他の依頼した危険箇所につきましては、さ

まざまな理由から早期の事業化は困難である旨の回答

でありましたので、今後も各道路管理者に、危険解消

に向けた事業化を早期に実現するよう強く要望してま

いりたいと考えております。 

 さらに各学校に対しましては、危険箇所に対する対

策も含め一層の交通安全指導の徹底をお願いしてまい

ります。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、城内仲悦議員

に対する私からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を許しま

す。17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  再質問します。先ほど市長か

らは岩手北部広域環境組合について、日報で交付金の

要件は広域化とは無関係ということの報道されてまし

て、ご承知のことであります。それを受けたかと思う

んですけども、そのことが14日にわかって、12月26日

に会議が開かれると、今後方針決めるんだということ

でありますが、その12月定例会で答弁あった試算につ

いてはまだおやりになってないのか、それか環境組合

から届いてないのかどうか、その辺が一つ。 

 例えば一戸の町長は、広域化しなければ公費が出な

いという大前提が違うのであれば、二戸・久慈の各地

区に分かれ、原点に戻って考え直す必要があるという

ような、このように議会で答弁しております。 

 12月26日の会議というのは各８自治体から管理者、

副管理者あるいは集まるわけですけれども、その会議

でどのような方向で、どのような方針で、例えば市長

はこの組合の副管理者であります。あるいは副市長等

も当然出席すると思うんですが、どのような方針でこ

の会議に臨むつもりでしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  12月26日の管理者・副管理

者会議、どういう方針で臨むのかということでありま

すけれども、今市長からもご答弁申し上げております

が、12月に環境省のほうから回答を受けまして、その

内容についてまず管理者・副管理者の間で協議をする

というふうなことになろうかと思いますし、また現施

設、それぞれの施設、久慈・二戸地区で持っている焼

却施設について、平成30年度以降の稼動、いわゆる延

命化が可能なのかということ等について、そこは一つ
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第１点協議をするというふうなことになろうかと思い

ます。 

 それから、その延命が可能となれば、その期間はど

の程度なのかということが第２点目だというふうに思

います。 

 それから、いわゆる10年間稼動が可能だということ

を前提とした場合にＣＯ２の３％削減、これをクリア

できる設備改良を行い、その10年間を運転する場合の

総経費に対して交付金対象になるのかというふうなこ

と等についても、これは26日開催の会議の中で議論を

されるというふうなことになろうかと思います。 

 現施設のそれぞれの二戸・久慈地区の施設のランニ

ングコスト等については、それぞれの地区でもって試

算を今後、11月末に環境省のほうから回答を得ている

わけですので、それを踏まえてそれぞれの地域で試算

を始めるということになろうかと思います。久慈地区

で申し上げますと、12月３日、連合の副市町村長会議

を開催をいたしまして、そしてその環境省からメール

で回答が来ているわけでありますけれども、その内容

について副市町村長の間でいわゆる試算をするという

ふうなことは合意をしたところでありまして、久慈地

区とすればこれから試算の作業に入るというふうなこ

とになろうかと思いますので、その辺はご理解をいた

だきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  これから試算ということにな

ってますが、その時期はいつごろを目途に試算して、

例えば議会に、市民に明らかにしていくのか、その時

期をお聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  12月３日の副市長村長会議

の中で基本的なこと合意してるわけでありますので、

今後その試算についていつごろということはこれから

の作業に入ってからの話になると思いますので、これ

まではいつと明確な答えはできないものというふうに

思いますので、その辺はご理解をいただきたいという

ふうに思います。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そうしますと、連合で試算し

ていくんだと、広域久慈連合ですね。そうしますと、

広域連合には広域連合議会があります。この問題も連

合議会で話が出てますが、連合議会は連合議会で連合

議会を通じてなされるかと思うんですけども、この久

慈市議会にはどういった形で結果等に公表する場所を

考えているのか。めどはまだ立ってないけどどっか必

要な場所が必要かと思うんですが、どこで試算内容に

ついて明らかにしていくのかお聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  そういう具体的な日程等に

ついて、これからの問題というふうに思いますので、

そこは今後検討していくというふうになろうかと思い

ますので、それはご理解いただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  この問題、この議会を通じて

ずっと10億円軽減になるんだというようなことで、そ

れが間違いだという指摘をしてきてるわけですね。そ

の結果、まず結果として環境省の答弁では広域化は前

提じゃない、広域化がイコール交付金の前提じゃない

ということは明らかになりました。きちっと試算をし

て、私どもは広域化しないでそれぞれやるべきだとい

うことを思うわけですけども、当然それも含めて今後

方向として久慈市が目指していくということについて

は、いつの時点で、この試算が出た時点でいつの時点

で判断していくのか。あるいは12月26日の会議では、

その辺のことまで踏み込まない、試算が出てからとい

うことになるのか。その辺の方針転換についてはどの

時期を考えてますか。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  試算ですけれども、これは

久慈広域連合も当然今先ほど来答弁しているとおり試

算します。それから二戸地区は二戸地区として試算す

るわけです。そして北部環境組合は北部環境組合で改

めて見直しといいますか試算をするというふうなこと

でありますので、その３者の試算を比較検討しながら

結論が出てくるものだというふうに思ってますので、

現段階でどうのこうのという話ではないというふうに

思いますので、そこはご理解いただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  慎重な展開、やりとりをして

いただきたいし、住民の負担が増えるような状況をつ

くらないでいただきたいということは申し上げておき

たいというふうに思います。 

 次に、学童保育の補助金の関係です。市長答弁では
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運営費が増額になったからというふうな答弁でござい

ましたが、それちょっと。一定程度、例えば人数によ

って幾らか国の補助基準が変わったというのはありま

すけども、しかしそのことがイコール、そういったこ

とでそれがそういった方々の保育料の軽減につながる

ようなものじゃないんですよね。初めから大体学童保

育の指導員の給料自体が軽く、低く計算されてますか

ら、そういった点が増えたにしても、人件費のアップ

とかそういった条件に使わざるを得ない状況があるわ

けで、ぜひこれは。 

 例えば山形県の天童市では、もう既に実施しており

ます。特にこれは山形県自体が就学援助世帯を対象に

授業料の半額を限度で5,000円を上限でやっているん

ですね。その結果、天童市から始まったこの制度が、

今16市に広がってるんです、ことしね。 

 だから 初申し上げましたけども、学童保育料が払

えないで、母子世帯の人たちが払えないで止めざるを

得ない状況、何としても解消していかなければならな

いというふうに思うんですよ。そういった意味で本当

に保育園の場合は、この方たちは無料の方たちですよ

ね、所得階層で言うと。ところが、学童保育にはそう

いう制度がないから、保育料というのは生まれてくる。

そういった点でやっぱり就学援助あるいは教育料扶助

を受けている人たちはやっぱり、収入実態を見たとき

に、やはりこの方たちの生活実態から、子供たちが安

心してやっぱり保護されて通えて、子供の教育費が確

保されて、安心して親が働ける状況をつくり出すとい

うのが学童保育の役目ですから、ぜひそういった観点

でこの点は検討していただきたいなというふうに思い

ます。 

 あわせて、従来から拡充を要望しております複数世

帯、これも保育料ではあるわけですよ。保育の軽減を

複数世帯安くなってますね。そういった点でそれと連

動するような形の補助制度を、この学童保育の世帯を

拡充していただきたいなというふうに思うんですが、

その点現状がそういった実態があるんだということを

踏まえた上でご検討願いたいんですが、再度お聞かせ

願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  学童保育の運営費に関

する補助の拡充をというご質問でございます。確かに

他の県等におきましては、今お話ございましたとおり

補助を拡大しているところもあるというふうに捉えて

おります。一方におきましては県内においては、まだ

今回のご質問にあった部分については、まだまだの部

分だというふうにも捉えております。 

 今お話ございましたが、同時入所等につきましても

これまでも要望受けているところでございます。これ

につきましては市長からもご答弁申し上げております

けども、国の基準等は多少ながらでありますけども増

えてきております。また一方におきまして、この運営

の実態に応じた運営費基準の拡充といいますか、これ

につきましては全国市長会でも国に対して要望してい

るところでございます。そういった観点から、この運

営費基準の拡充という、そこの視点から捉えていきた

いという趣旨でございますのでご理解をお願いいたし

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  今言ったように山形県で実施

してますから、県に対してもこういった点の補助制度

の設立をやっぱり要望していただきたいと。今福祉灯

油についても県が予算出して、その対応で市も対応し

たという経緯があるわけで、その点ではやっぱり例え

ば県が5,000円限度にやって二分の一負担となれば、

市が単独でやれば半分で済むわけで、この点では岩手

県に対して教育扶助あるいは就学援助世帯に対して、

補助制度つくってほしいという要望を岩手県にしてい

ただけませんか。その点をお聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  ただいまの件につきま

しては、久慈市単独が望ましいのか等々も含めまして、

県内の福祉事務所長会議等で検討してみたいと考えて

おります。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  次に、高齢者の健康の問題で

す。市長からは昨年確か日赤とか医師会の補助でやら

れたんですね。管内では野田村が既に平成22年から

5,000円を補助してます。ご承知かと思います。しか

も野田村はインフルエンザも全て全額補助しておりま

す。これはご承知のとおり生ワクチンの医療は自由診

療ですよね。2,500円から3,600円という各医院によっ

て違います。それは全て高かろうが安かろうが全額補

助しますよというのが野田村の回答でした。 

 そこで昨年、平成23年度に70歳以上の方にやってい
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るんですよ、無料でね、確か。何名にやりました。70

歳の方に全員ですか。何名に去年投与したんでしょう

か。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  昨年度のこの肺炎球菌

ワクチンの接種の助成事業でございますが、市長から

もご答弁申し上げておりますが、この事業につきまし

ては日本赤十字社、それから岩手県医師会、そして岩

手県の共同事業として実施したものでございます。こ

の事務あるいはこの請求等に係る事務については、市

を一切経由してないという実態もございます。啓発等

については当然市が行ったわけでございますので。そ

のことから確定的な数字というところには至っており

ませんが、ただ県への照会等によりまして久慈市内の

医療機関で受けた方という方が対象者が大体70歳以上

が7,700人でございますけども、このうち40数％が受

診しているというような状況にあると捉えております。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そうすると、70歳以上で

7,700人の40％ですから3,000弱ですね、半分以下です

よね。ご承知のとおり、これ５年間もつんですよね、

大体、１回やると。そうですよね、５年間もつといわ

れている。そうすると、昨年23年度に受けた方は27年

まで受けなくてもいいんですよね、基本的に。そうす

ると、65歳以上が大体対象者となっておりますが、こ

の70歳以上の7,700人から40％の分引いて、65歳以上

で対象者何人ですか。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  具体の数値といいます

か、人数まで捉えておりませんけども、先ほど今お話

ございましたとおり、昨年度大体3,300人程度という

受診した方が久慈市内でというふうに捉えております。

そうしたことからいきますと、70歳以上が約7,700人

程度という数値でございますので、これが仮に去年、

昨年度４割程度が受診したと仮定した場合というお話

でございます。 

 そうしますと、この肺炎球菌ワクチンの１回当たり

の接種費用が8,000円程度というふうに言われており

ます。こうした仮定をしますと、残った方が受診する

ということになりますと4,000万円程度の新たな経費

が生じると。それからさらに50％の受診割合だと仮定

しますと、この半分になるわけでございますので

2,000万円程度の費用が生じるというような状況にな

るというふうに捉えております。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  質問通告をしているわけです

よね。そうしますと対象者65歳というのはわかってる。

人数についてやはりきちんと掌握してほしいし、例え

ば昨年度の県とか、事務は県がやった。共同事業もや

った。市は通ってないから知らないという答弁は、ね。

しかも掌握してない、そういうこと非常に問題じゃな

いですか。 

 この肺炎の予防ワクチンの知名度は60％だというん

ですね。非常に認知が低いと言われております。それ

から全国の接種率は日本では18％、アメリカでは60ぐ

らいいってますけど、58ぐらいいってますが高いです。

非常に接種率も低いし、知名度も少ないという状況な

んですよ。そういったときにやはり、一般質問通告と

して私は、接種促進のための補助制度をつくってほし

いという質問してるわけですよ。そうしますと65歳以

上は何人あって、今2,000万、4,000万と話しましたけ

ど、昨年何人受けて、だから対象者このぐらいですよ

ということになりますという答弁があっていいはずな

んですよね。 

 やっぱり高齢者の健康管理、しかもこの新聞報道で

は65歳以上の高齢者が接種すれば医療費が削減される

というんですよ。5,000億超えると言うんですよ、受

けてると。それが国保にも反映するだろうし、医療費

の軽減にもなる。しかも私もさっき言い忘れたんです

が、近所で亡くなった方から聞くと、いやあ肺炎で亡

くなったと言うんですよ。本当お年寄り、小さい子供

もそうだけども、特にお年寄りはこの肺炎は致命傷で

すよ。やはりそういった不幸な状況にならないために

も、これはこういうワクチンがあるんだということの

知らせていくこと。 

 それから、ぜひ昨年、幸いにも認識なりがあって

3,000人ぐらい受けてるわけです。５年間有効ですよ

ね。そうしますと残りも少ないわけだし、今回は何歳

から何歳とか決めながら一気にやる、ない場合もお金

がかかりますから。そういった点では、既にお隣の野

田では平成22年からやっているわけですから、毎年同

じ金額かかるわけじゃないんですよね、５年に１回で

すから。65歳に到達した人がその次受けれると、まず

そんなに毎年お金かかるわけでない。ただ 初に一定
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程度かかりますけど、ぜひこれは実現方を図っていた

だきたいですが。 

 市長はあまり積極的な答弁なかったんですけども、

どうですか市長、おやりになりませんか。お隣の野田

は既にやってますけども、久慈市もできないわけじゃ

ないと思うんで、ぜひ予算を見つけて、財源を見つけ

てやっていただきたいんですがいかがでしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  先ほど私が確定的でな

い部分があると申し上げましたのは、冒頭に申しまし

たとおり、県からは久慈市内の医療機関でというとこ

ろまでしか数値を出していただけなかったということ

等を踏まえての説明の趣旨でございますので、その点

についてはご理解をお願いしたいと思います。また、

お話にございますとおり野田村で実施しているという

のも承知してございます。 

 それから５年間の有効性というようなところ含めま

して、いわゆるワクチンの有効性というのは確立され

てきているというところまでも、もちろん認識してお

ります。こうしたことを踏まえまして、現在国におき

ましては、この定期接種化について方針を出したとこ

ろでございます。その時期についてがまだ確定してな

いというところでございますので、そういったところ

も踏まえながら今後検討していきたいという趣旨でご

ざいますので、ご理解をお願いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  政府がやってもらえれば一番

いいわけですけども、その待ちにならないようにぜひ

お願いしておきたいと思います。 

 次に、介護保険のヘルパーの時給について、元気の

泉は月額だということですが、月額いくらですか、そ

うしますと。 

 それから各事業所のは把握してないということでご

ざいます。例えば点数で見てみますと、ここはその他

の級ですから１単位10円で計算されますよね。そうし

ますと身体介護中心の場合は、所要時間30分から１時

間未満の介護で4,020円なんですよ、１時間。事業主

に入るんです。１割と９割を含めて4,020円入るんで

す。そのうちの650円しか単純に言えばヘルパーさん

にはわたってないということなんですよ。 

 訪問介護事業者は増えています。増えてますが、経

営者の懐に入る金が多くなってきているんじゃないで

すか、これは。これは民間がやっているから仕方ない

というふうに言えるかもしれませんが、結局株式会社

等は出資者に配当なりあるいはその会社の自由にでき

ますよね。ＮＰＯ法人は出資者に配当がないところに

違いがあるわけですよ。これは実態として非常に

4,020円入るわけです、必ずね、診療報酬決まってま

すから。そのうち650円という状況が、現実にあるん

だということですよ。ぜひこれは改善をしなきゃなら

ないと私思うんです。 

 しかし、そこには労働組合あるわけじゃない。労使

で決めなさい、さっきの答弁で言うと就業規則決まっ

ているという話、それは当然そうですよ。しかし、そ

れにしても６分の１なんですよ。 

 そういう実態になっているということを認識の上、

ぜひこれは先ほどの公契約条例についてもそうなんで

すけど、結局事業主に対してはお金がいきますけども、

働く現場には今言った状況があるんだということをぜ

ひ知っていただきたいし、少なくとも実態調査してみ

ていただけませんか。その点どうですか。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  介護保険へのご質問に

お答えをいたします。 

 まず、市が直営しております元気の泉の形態でござ

いますけども、元気の泉のヘルパーステーションにつ

きましては、職種といいますか雇用形態は嘱託あるい

は臨時職員、状況に応じてパートの３種類の形態でご

ざいます。嘱託職員につきましては、月額でございま

すけども16万5,600円から20万4,700円の水準で、これ

は経歴等によっての差がございます。それから臨時職

員につきましては日額7,160円、現在の職員について

の部分でございます。パートにつきましては１時間当

たり1,120円という状況になってございます。 

 それから、今お話にございました民間の事業所等調

査する考えはないかということでございますが、これ

についてはこの訪問介護事業所等々のいわゆる指導監

督権は県でございます。こういった視点等もございま

して、市として調査する考えには至っていないところ

でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そういう答弁が返ってくるこ

とは予想されましたけども、元気の泉のパートが

1,120円ですよね、時給。650円との差、ものすごいじ
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ゃない、倍ぐらいじゃないですか。このような状況を

当たり前だと思いますか。その感想だけお聞かせくだ

さい。私は異常だと思いますけど当たり前だと思いま

すか。どういう認識ですか、私が示した数字。元気の

泉は1,120円払っていると。しかし、ある私が調査し

た事業所では650円しか払ってないと、その実態につ

いてはどういう感想をお持ちですか。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  介護報酬につきまして

は、国が定めます基準があるわけでございます。これ

はいわゆるサービスの対価、介護サービスに対する対

価としての性格を受けていると思います。ただ、これ

はイコール賃金といいますか、それだけのイコールと

いう部分でもないというふうにも捉えておりますけど

も、この650円という実態があるのかというのは私自

身は正式に把握してございませんので、今それをもっ

て単純に1,120円と比べれば、それは安いわけですけ

ども、その事実については把握をしてないという部分

でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  私が調査して示したのを承知

してない、その後は調べてませんから承知してないで

す。ただ、この実態について異常だと思いますかとい

う答弁には当然なってませんね。確かに診療報酬全て

賃金じゃないですよ。施設診療あるわけです。当然そ

うだけども、元気の泉払ってる1,120円と650円を比べ

た場合に異常じゃないですか、普通じゃないでしょと

いうことを申し上げているんですが、その点答弁ない

んですがお聞かせください。 

 それから、大分時間も減ってきましたので、土木事

業についてです。このゲートポンプ、それから大成橋

上流のこの堤防、重点項目にしていくんだという話で

した。私は県の土木部に会ったときに、県はゲートポ

ンプについては事業計画にまだしてないという話なん

です。事業計画の中に入るかどうか知りたいんです。 

 それから、大成橋上流の堤防と雨水排水と水門の関

係で言うと、これは県と市が協議したらできませんよ

と私は、県の担当者に会って聞いて会っているんです。

だから県の担当者との協議がなされてきているのかと。

事業化の時期を図りたいといってますけど、具体的に

市も雨水排水の水路の整備、それにあわせて県は水門

をつける、あわせて堤防をつくるという協議が必要な

んですけど、その協議が、私が以前この問題ずっと取

り上げてきてます。その後話し合ってきちっとした方

向が出ているのか、それがちょっと曖昧なものですか

らお聞かせいただきたい。 

 それから、橋の問題、先日は中央高速で国土交通省

の検査といいますか、観察が弱くて死亡事故が発生し

たんですけど、先ほど309の橋があって早期が45だと。

平成24年で12が終わるんだと。野中橋はこの45の中に

入っているのかどうか。 

 それから、欄干の腐食が進んでる状況は私も見てま

すから、子供たちの指が入るんですよ。さびて、腐食

して。そして欄干が橋のたもとについてますけど、劣

化してひびが入っているんですよ。こういう状況を捉

えているなら、やっぱり子供たちは安全通学路ですか

ら、きちんと欄干の整備あるいはそういった腐食した

ところの修理を私はきちんとやるべきだと思うんです

が。この野中橋について先ほどの答弁では私は、緊張

感が足りないというふうに思うんですが、お聞かせく

ださい。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  介護の部分に関して先

ほども申し上げましたけども、議員がおっしゃいまし

た額そのものを比較すれば低いというふうに捉えます。

ただ一方、先ほど申し上げましたが、業務内容の確認

によっても違いが出ると思います。質問の趣旨にもご

ざいますとおり、身体介護あるいは生活援助において

は介護報酬の単価が違います。身体介護のほうが高い

状況にございます。こういった部分をどういった業務

分担でやってるか等においても違いが出ると思います

ので、そこは断定はできないという趣旨でつけ加えま

したのはそういう趣旨でございますので、ご理解をお

願いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、ご質問にお答

えいたしたいと思います。 

 まず、沢川のゲートポンプについて、県において予

算計上等にしてるかということでございましたが、一

応県のほうといたしましては、この予算獲得というふ

うなことで一応進めてはいるけれども、予算要望に載

せているかどうかというのまでは、ちょっと私のほう

で確認はしてございませんでした。ただ、今お話しま

したように、必要性は十分認識しておりまして、私の



－87－ 

ほうも機会あるごとにこの部分については要請してご

ざいます。 

 それから次に、大成橋右岸についての状況でござい

ます。これについてはその堤防をつくること、そして

そこに水門をつくること、それは県が事業主体として

いくところでございます。ただ、そういうふうになっ

た場合、内水排除という考え方がそこには生まれてく

ると。今、市の状況だけ申し上げますと、この大沢地

区については計画には載ってございます。計画は25地

区あるわけでございます。その中で、事業を進めるべ

き認可をとっているのは15カ所あるという状況でござ

います。 

 そのうち今３カ所事業が終わってます。今川崎町を

重点的に整備をしてるというふうな状況でございます

ので、この状況等も振興局のほうには話をしておりま

す。うちのほうとしても県のほうとしても、どちらが

先というわけではないんですが、その状況を見てその

浸水対策についてはしていかなければならないという

ふうに思ってございます。 

 それから、３点目でございます。野中橋の問題でご

ざいますが、まずこの危険というか橋梁の早期修繕が

必要な45に入っているかというふうなお話でございま

すが、これにつきましてはその45は非常に築年数も経

っておる、それから橋の橋桁等、それからそれらにつ

いて補強しなきゃならないという部分がございます。

その部分でまだ野中橋についてはそこまでいっていな

いということで入ってございません。そして、じゃあ

欄干はどうなんだということで、欄干につきましては

現地は十分確認してございます。その指が入るという

ふうな状況にも確かにそのとおりでございますので、

これについてはいずれ適切な管理をしていくというこ

とで今進めているところであります。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  初に広域環境組合につい

て、お尋ねいたします。私どもはことしになって３月、

６月、９月、そして今回と毎回この問題を取り上げて

きて、ことは組合の存続かあるいはそれぞれ分離する

かという判断が求められる局面に来たと思うんですね。

そこで11月14日に環境省に赴いて協議をしたというこ

とですので、事実関係についてまず 初にお尋ねいた

します。 

 いわゆる循環型社会形成推進交付金、この交付金の

交付条件、これは人口５万人以上、面積で400平米キ

ロ以上、そして先ほど答弁ありましたＣＯ２の削減

３％以上、この３条件ということで理解してよろしい

ですか、第１点。 

 第２点は、よしんば集約した場合でも、旧施設の解

体費の補助は１カ所分しかみないというふうに言われ

ていますが、それも事実ですか。まずお聞かせくださ

い。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  交付金の要件という

ことでのご質問でございました。５万人人口要件でご

ざいますけれども、これについては対象地域に過疎地

域が含まれる場合は交付金の対象となると、５万人以

下でもですね。そういう回答を県からいただいており

ます。 

 それから400キロ平米についてはちょっと資料取り

寄せてご答弁申し上げたいと思いますが、３％は先ほ

ど長寿命化する交付金の要件条件となっているもので

ございます。 

 それから先ほどの解体の問題でございますけれども、

集約した場合に１施設しか解体の費用が出ないという

ようなご質問でございましたが、これについては久慈

の焼却場については中継施設、それからもう一つが資

源施設となります。 

 それから二戸の焼却場でございますけども、これに

ついては資源化施設になる予定でございまして、どち

らも解体費用が交付金の対象となるということで組合

から伺っているところでございます。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  そこで先ほどの答弁で、12

月３日に久慈広域で試算に着手するということになっ

たと。それから今後の進め方については、広域組合と

すれば26日に正・副管理者会議で協議をするというこ

とですね。そこで、それぞれの久慈・二戸で試算をす

る。単独処理の場合のどうだと、そして集約した場合

にどうだというのの試算は広域組合がやると。３者が

持ち寄って総合的に判断するんだということですかね。

そうすると、久慈・二戸に結果として分離してそれぞ

れ設置するという場合でも、交付金の交付は受けられ

るという考え方、前提でよろしいですね。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 
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○市民生活部長（勝田恒男君）  すみませんが、交付

金の──すみません。例えば分離になった場合、交

付金の対象になるかというようなご質問かと思います

けれども、それについては交付要綱、県が地域実情を

把握して、国に対して上げてきたものであれば、地域

計画であれば、その分については交付要綱等に照らし

て国が交付金を交付すると。地域計画に掲載された事

業に対して交付するというような回答をいただいてお

ります。 

 ただし、尚書きで県との広域化計画との整合性は極

力とるようにというような通知もいただいているとこ

ろでございます。なお、それについてきた県の添書、

国からの文書に県の添書がついてきたわけでございま

すが、それについては県はもっと強い口調で広域化計

画との整合性を求めているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  県の対応については後で触

れますが、私は非常に遺憾に思っているんですよ。12

月９日ですか、岩手日報の記事にもあるんですけども、

県の大泉課長は、「制度が切りかわったときに表現が

吟味されず、他の目的が忘れた懸念がある」、何言っ

てんですかと言いたくなるんですよ。実はこの制度変

更は、平成９年に国が広域化計画をつくれと言ってね、

そしてその段階では日常施設規模は100トン以上です

よ。それが平成12年には撤回しているんですよ。 

 さらに釜石市ですか灰溶融炉、この施設も義務的で

おったのは、これは事故が多いとか等々の理由で平成

16年にこれも落ち着きゃしないと撤廃しているんです

よ。そして岩手北部広域で始まったのは平成20年なん

ですよ。遙か以前に制度変更になってて、県の直接の

課長が、今さらこんなコメントするというのは、私は

けしからんと思っているんですよ。 

 それともう一つは、同じコメントにある「広域処理

すればコストが削減になって統合することが合理的」

だと、何を根拠に言っているのかと言いたくなるんで

すよ。 

 実は私どもも試算をしてみました。これは集約と分

散の比較、この表を使って人件費ですね。人件費を現

状維持、現状の水準で、さらに焼却施設で働く作業員、

今久慈・二戸でもそれぞれ15人ですね。これを仮に私

は15人なんだけれども、20人として試算してみますと、

15年間で逆に10億5,000万の増加になるんですよ。県

の課長が何を根拠に、一般論から言えばそうかもしら

んけどもね。北部のやつでみれば節減になるどころか

逆に経費増になるという状況の中で、今さらこういう

コメントをされては極めて迷惑だと思いますが、副市

長その点でどうですか。一言あってしかるべきじゃな

いですか。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  私も日報の記事は読みまし

た。小野寺議員がおっしゃるとおり、このスタートと

いうのは確かにごみ処理の広域化というのが条件だっ

たわけですね、県の指導は。その指導によって、久

慈・二戸地区で集約をして、そして１カ所でごみ処理

については進めるというようなことで進めてきた。そ

れが県の指導だったわけですね。そして年度はちょっ

と忘れましたけども、何年度まで整備しなければ補助

金の交付は受けられませんよというふうなことまで指

導があったように記憶しています。 

 そういう状況の中で今議論になってます環境省のい

わゆる交付要件が変わってきたと。それに基づいて久

慈・二戸地区でもいろいろ見直しをしようというふう

な、そういうふうな今段階になってきている。そうい

う現状の中で、県の課長さんが記事の範囲内で読み取

れば、やはりそこのところは県はやっぱりスタンスは、

これまでのスタンスではなくて変えていただきたいな

というふうな思いはございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  今、副市長も言われた点で、

改めて確認をさせてください。北部広域組合設立の準

備段階で、県は久慈・二戸広域一体化しなければ交付

金はもらえませんよということを県が言ってきたと。

したがって、久慈も二戸も交付金がもらえないのであ

ればね、仕方なかべということでそもそも進んできた

ということについては間違いありませんね。これは今

後の問題にかかわるんですよ。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  議事録等本当はきちっと調

べないと、明確な答弁はできないわけですが、私とす

れば、これまでいろいろ推移を見ていますと、県はそ

ういうふうな指導をしてきたということは、私はそう

いうふうな認識であります。 
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 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  実は今の問題確認しておか

ないとね、もしそれぞれ組合をやめて、それぞれ単独

でやることになったということになった場合に、これ

まで補助を受けてるから、場合によっては返還を求め

られる場合も可能性としてはあると思うんです。そう

なれば、その際に県の責任は極めて大きいんだという

ことをこっちの立場としてはっきりしておかないと、

そういう意味で確認をさせていただきました。 

 そこで当然のことですが、それぞれの３者で試算を

するんだということで、先ほど私言いましたけど人件

費の問題、それから作業員の問題。それらについては

いわゆる共通の数値で試算をしないと、何かわけのわ

からない付与条件なるもので、それぞれのあれが試算

の与える条件が違えば、違う結果が出てくると思うん

ですよね。そういう点ではこれからの協議の場で異論

のないように、きちっとそういう整合性のとれる数値

を用いて臨むべきだということになろうかと思うんで

すが、そういうことでしょうね。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  その点については、例えば

第１段階、現状のやっぱりコストが今どうそれぞれの

地域で、どう費用かけてるのかというふうなこと等が

まず出てくると思います。前にもご質問がありました

けれども、例えば収集運搬の経費についてどうなのと

いうふうな話になってくるわけですね。その辺につい

ては現状でそれぞれが試算をするというふうなことに

なろうかと思います。北部は北部で、それを集約した

場合にじゃあその収集運搬についてどういうふうな経

費になるかということは、北部は北部で試算すると思

いますし、その結果を持ち寄って、じゃあ集約した施

設でいくのか、それぞれの単独でいくのかというのは、

その段階である程度やはり協議のテーブルにつくとい

うふうなことになろうかなというふうに思ってます。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  わかりました。そうすると、

これまでの流れからすると、今後広域環境組合の事務

というものは、それぞれの試算結果をもって結論が出

るまでは進めないわけですね。そうすると、いわゆる

広域組合存続の必要 小限の事務しか執行しないと、

行わないと、一定の結論が出るまでということになり

ますわね、その点。 

 それから、次にバイオマスの問題で、間伐材の管内

で700キロワットということを言われましたが。そこ

でお尋ねいたしますが、農水省でこれに対する補助事

業がありますね。資源循環型地域活力向上対策事業で

すね。例えば、この事業を700キロワットですか、そ

ういう規模でもこの補助事業に使えるのかどうか。そ

れから補助はどの程度なのかお聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  組合の事務の関係で

ございますが、必要 小限の事務になるのかというご

質問でございます。先般課長会議がございまして、来

年度予算について話し合いがあったようでございます

けれども、この予算については当初計画どおりに盛る

と。ただ執行についてはもちろん別ですよということ

になります。 

 それから、先ほど交付金の要件として400キロ平米

というお話がございました。それは今でも生きており

まして、久慈広域連合単体であってもそれはクリアで

きるということでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  木質バイオマスにかか

わって補助事業等の質問がございました。 

 まず 初に、久慈市で現在可能性調査を行ってござ

います。これは復興交付金事業を活用してプラント整

備をしてまいりたいと、そういう考えに基づくもので

ございます。議員お尋ねの件でございますけども、木

質バイオマスの通常の補助制度、それは確かにいろい

ろございます。国が２分の１補助するとか、いろんな

補助メニューはございます。ただ採算制がとれるかど

うか、それは一件審査でございますので、制度自体は

あるけども活用はなかなかに難しいのだろうと、その

ように捉まえてございます。ですから発電のみだけで

はなくて、発電のみということであれば、なかなかに

大規模な施設でなければ、先ほど市長のほうから未利

用間伐材を利用して毎時約700キロワットの出力が可

能だと、ポテンシャルだというふうにお話させていた

だきましたけども、これであれば補助金を受けられる

可能性は非常に難しいだろうと思います。熱利用プラ

ス発電、これの併用施設でなければ非常に現実的には

難しい、そのように私は捉まえてございます。 
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 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  時間がありません。端的に

お伺いします。介護認定の税控除の問題で、確か１か

ら５までですと1,300名前後の対象者がおられると思

うんです。そこで、昨年の実績が第一点。 

 それからこれは多少事務がかかるんですが、対象者

に個別にお知らせをする方法を検討していただけない

でしょうか。高齢者等にホームページでパソコンで検

索しなさいと言っても、それだけでは難しいと思うん

ですよ。そこでこれは１回やれば、毎年やらなくても

いいと思うんで、少なくても今年度、それぞれ個別に

お知らせをするというのが丁寧、親切なあり方ではな

いでしょうか。いかがでしょう。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  ご質問にございました

昨年の認定者数でございますが、21件でございます。 

 それから今お話ございましたとおり、65歳以上の要

介護認定者は９月現在で1,305名でございます。一方、

質問の趣旨にもございますけども、身体障害者手帳等

保持してる方は、その手帳を持って申告でもオーケー

というものでございます。ちなみに65歳以上の身体障

害者の手帳保持者が1,100名おります。それから知的

障害者あるいは精神の該当者もいるわけでございます。

こういった方とダブっている方が相当数いるという捉

え方もしております。ただ数値については現時点捉え

ておりませんけども、またもともと非課税であれば、

もちろん申告しなくても結果が同じなわけでございま

す。そういった背景等があるわけでございます。 

 広報につきましては、毎年２月のいわゆる税申告の

際の広報、特集ページを組んでいるわけですが、その

中で広報を実施しております。市長からもご答弁申し

上げましたが、関係機関、これは例えば広域連合等で

介護認定する場合等の広報のあり方については検討し

てまいりたいと考えております。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 次に、社会民主党、梶谷武由君。 

    〔社会民主党梶谷武由君登壇〕 

○１番（梶谷武由君）  社会民主党の梶谷武由です。

市政の当面する諸課題について市長及び教育長に質問

いたします。 

 初めは、予算執行状況についての質問です。 

 予算執行は単年度で完結するのが基本となっていま

すが、震災関連などの国の補正予算の成立が遅れたこ

となどから、各種事業が平成23年度内に完了すること

ができず事業の執行が今年度に繰り越されているのが

多数あります。現行の制度では繰り越しは１度しか認

められておりません。今年度内に事業が完了しないと

いけないわけですが、予算の執行状況と今後の見通し

についてお伺いいたします。また、繰越明許以外の今

年度予算の執行見通しについてもお伺いいたします。 

 次は、市民バスの運行についての質問です。 

 市民バスの運行は、平成20年度から３カ年の運行委

託で行われ、その後の運行については３年間の運行状

況を見ながら見直しを行うとしてきました。平成23年

度からの運行は、路線の廃止や変更、運行本数や時刻

の変更なども行われた結果、平成23年度の乗車人数は

22年度に比べ激減しています。平成23年度の乗車人数

は前年に比べ2,160人少ない７万5,400人ほどで前年度

比97.2％でしたが、平成23年の乗車人数は昨年よりも

１万8,500人少ない５万6,900人となり前年比75.4％と

なりました。乗車人数が激減した要因をどのようにと

らえているかお伺いいたします。また、市民が利用し

やすい運行形態にすることが利用者数の回復につなが

ると思います。どのような運行形態がよいか研究を行

い、早期に見直しを行うべきと私は考えますが、市長

の考えをお伺いいたします。 

 次に、道路の冠水対策について質問します。 

 道路の冠水対策は、基本的には側溝整備をすること

によって冠水を解消できると思いますが、側溝のない

道路で路肩が路面より高くなっているところは降雨時

や雪解け時に、道路に水たまりが発生し、歩行者の通

行が困難な箇所が多数見受けられます。歩行者は水た

まりを避けて車道中央寄りを歩くこともあり危険です。

特にも子どもたちの通学時間帯は交通量も多くなるこ

とから早急な対応が求められますが、対策についてお

伺いいたします。また、大雨や台風などのとき、道路

外からの雨水や土砂が道路に流れ込み通行に支障を来

すような場所が見受けられます。バイクや自転車が通

行する場合は転倒の恐れもあり危険です。道路に土砂

が流れ込まないようにする対策についてお伺いいたし

ます。 

 次は、教育長への質問です。 
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 学校の耐震化工事も終わり、子供たち自身はもとよ

り保護者も安心して子供たちを学校に通わせることが

できるようになりました。学校施設の長寿命化につい

てですが、総合計画後期基本計画の中で、学校施設の

ほとんどが昭和40年代から50年代に建設されたもので

老朽化により修繕工事が集中している、施設の安全確

保と延命化を図っていく必要があるとしています。施

設の延命化を図るための計画の策定状況についてお伺

いいたします。また、計画の策定に当たっては、現代

の建物と同等程度の機能や快適性を備えたものにすべ

きと思いますが考えをお伺いいたします。 

 後は、歴史民俗資料室の常時開放についての質問

です。 

 このことについては数度にわたって質問をしていま

すが、まだ実現に至っていません。「施設の改修に多

額の費用がかかることから困難である。内部での計画

はあるが予算化については市長部局と協議を進めなけ

ればならない」と答えをいただいていましたが、常時

開放に向けた計画についてお伺いいたします。 

 歴史民俗資料室には、民俗資料を初め埋蔵文化財、

鉄器などのたたら資料、小田為綱や小田観蛍などの貴

重な資料が多数収蔵展示されており、これを見た市外

の方も高く評価し、しまっておくだけではもったいな

いということも耳にしたこともあります。貴重なこれ

らの資料を多くの方々に見ていただいたり、知ってい

ただくためには、教育観光施設としての位置づけも考

えられますが、所感をお伺いいたします。 

 以上で、登壇しての質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  社会民主党、梶谷武由議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 初に、予算の執行状況についてお答をいたします。 

 まず、繰越明許となっている予算の執行状況であり

ますが、一般会計及び３つの特別会計の４会計合計で

の繰越明許事業の実績見込額でありますが、62億円余、

11月末時点での契約・発注済額は49億円余となってお

ります。したがいまして、その執行率は約80％となる

ものであります。 

 今後の執行見通しでありますが、全ての事業を年度

内完了すべく、総力を挙げて取り組んでいるところで

あり、今後とも着実に推進してまいりたいと考えてお

ります。 

 また、繰越明許以外の予算の執行見通しにつきまし

ても、同様に全ての事業の年度内完了に向けて努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、市民バスについてお答えをいたします。 

 市民バスは、高齢者の通院や児童生徒の通学の足を

確保するために運行しているところであります。限ら

れた財源の中で維持存続していかなければならないた

めに、利用実態に即した運行形態や運行経路となるよ

うに平成22年度において見直しを行ったところであり

ます。その中で、久慈駅での乗りかえ不便を解消する

とともに運賃の見直しを行い、利用者の負担を減じた

ところであります。その中で、利用実績が落ち込んで

いるのではないのかと、こういったご指摘であります

けれども、その理由の一つとして、実はこの県立久慈

病院まで運行を延長した路線もあるわけであります。

そういたしますと、ある１人の方が駅まで来た、それ

で１件。次、乗りかえて病院まで行った、これで同じ

方が二つという形にもカウントされると、こういった

実態にありますところから、そういったところも減じ

ている理由であるというふうに捉えております。 

 なお、実績につきましては、平成20年度が８万

1,250人、21年度が７万7,588人、平成22年度が７万

5,428人となっておりまして、ご指摘のとおり減少を

いたしております。先ほど申し上げた理由に加えて、

利用者の方々の高齢化といったことも一つの要因では

ないかと捉えているところであります。 

 次に、運行見直しの考え方についてでありますが、

現在の運行形態や運行路線は、平成23年４月１日から

平成26年３月31日までの期間となっておりますことか

ら、平成26年４月以降の運行につきましては、毎年度、

実施いたしております市民バスの乗降調査の結果であ

りますとか、今後、実施予定のアンケート調査の結果

等をもとに、利用者のニーズを把握し、限られた財源

の中で、 大限の効果を発揮できる運行形態や運行路

線になるよう見直しを行いたいと考えております。 

 後に、道路の冠水対策についてお答えをいたしま

す。 

 道路の冠水は、道路整備が完了した後に、沿道の宅

地造成の盛土等によりまして起こるものと捉えており

ます。 

 今後は、行為者に対しまして、適切な排水等の対策
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について、市と協議するよう指導するなど、冠水が起

こらない環境を維持するように努めてまいりたいと考

えております。なお、現況につきましては、道路パト

ロールや市民からの情報等により該当箇所を把握し、

適切な処置を検討してまいりたいと考えております。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  社会民主党、梶谷武由議員

のご質問にお答えをいたします。 

 初に、学校施設の長寿命化計画についてお答えを

いたします。 

 まず、学校施設の長寿命化の計画についてでありま

すが、本年４月に文部科学省が学校施設の在り方に関

する調査研究協力者会議のもとに、学校施設の老朽化

対策検討特別部会を設置し、老朽化した学校施設の再

生整備のあり方や推進方策などについて検討を進めて

いるところであり、ことし８月30日に中間まとめとし

て学校施設老朽化対策ビジョン、仮称でありますが、

公表されているところであります。 

 今後、地方公共団体における取り組みを一層推進す

るため、具体的実践事例を収集するなどしながら、本

年度末に 終とりまとめを行うとのことでありますか

ら、それらの状況を踏まえ、当市の実情に応じた学校

施設保全整備計画を検討してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、歴史民族資料室の常時開放についてお答えを

いたします。 

 まず、歴史民族資料室の常時開放に向けた計画につ

いてでありますが、現在、旧長内中学校校舎を利用し

運営しております歴史民族資料室を常時公開するに当

たりましては、建築基準法の規制に適合するよう、防

火設備等が必要であり、多額の費用を要することから、

計画的な整備が必要と考えております。 

 次に、歴史民族資料室の位置づけについてお答えい

たします。 

 歴史民族資料室には貴重な資料等が収蔵されており、

常時公開が可能となれば、これらの資料を見ることが

できる機会が増えることにより、教育はもとより、当

市の歴史・文化について、広く周知できる施設として

位置づけることができると認識しております。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。１番梶

谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  それでは、何点かにわたって

の再質問をしたいと思いますが、まず、予算執行につ

いてですが、繰越明許の額が約62億円と、うちまず

80％が契約等も済んでいるということですが、これら

の繰越明許が行われた事業等の中で、その事業数でも

う既に事業が完了した数、どれぐらいになっているの

か、現段階でもう 初から今年度内に事業が完了でき

ないということは当然言えないわけですけれども、完

了をしていなくて、しないまま事業の年度を越えたと、

３月を迎えてしまったと、３月末を迎えてしまったと

いう場合に、そういう場合の事業費のことがどのよう

になるのか、そこの分についてまずお伺いをしたいと

思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  先ほど特別会計等含めま

して60億円余の繰越明許費があると申しました。それ

で今、先月現在で全て執行っていいますか終わったも

のが、事業にして11件ございます。あと、今執行中の

ものでございます。それで、市長からご答弁申し上げ

ましたとおり、繰越明許期間内の完了を目指しておる

ものでございます。 

 なお、想定として、議員のほうから３月末に終わら

なかった場合どうするんだと、これは予算上の話で申

し上げますと、繰越明許で終了しなかった場合、これ

は一旦国庫っていいますか補助の返還になります。そ

れで再度の認定申請、補助申請というふうな格好にな

るのが通例でございます。ただ、今年度の場合、先の

昨日市長のほうからご答申し上げておりますけれども、

復興庁といいますか、国のほうから通知がございまし

て、23年度補正予算にかかわる事業にかかわる繰越明

許っていいますか、明許事業、これに係るどうしても

終わらなかった場合についての事務の精算、申請に係

る事務の簡素化については通知があるものでございま

す。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  繰越明許という形ではできな

いということで、これは事故繰越という形で、一旦は
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平成23年度のこの震災関連については可能になるのか、

そこの分についてはいかがでしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  見込みのとおりでござい

ます。23年度災害復旧・復興関係でこのような状況に

鑑みまして、国のほうでは事故繰越の手続を簡素化し

て、精算、申請の再度の事務を簡素化しようとするも

のでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  あと、工事なんかで３月末ま

でに全て完了をすれば何も問題がないわけですし、ぜ

ひそのようにしていただきたいわけですが、今の作業

というか仕事の状況等を見た場合に、あるいは報道さ

れているのと見るに、聞くに、大変遅れているという

こと等が懸念されるわけですが、事業を行う場合には

工程表などが作成をされて、それに沿って進行してい

ると思うわけですが、進捗状況は、つまり予定どおり

全て事業が進行しているのかどうか。あと、それから、

まだ契約に至っていない事業等がおよそ約20％分ある

ということですが、これは当初から契約等について、

12月以降といいますか、これから契約等を行う予定で

こういう形になっているのか、もっと早い段階で進め

たかったけれども、なかなか進めることができなくて

こういう形になっているのか、そこの分についてお伺

いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  いわゆる今度は繰越明許

事業にかかわらず、今年度の事業の進捗状況でお話申

し上げたほうがよろしいかと思うんですけれども、こ

れまで先の９月定例会においてもご質問をいただいて

おりますけれども、事業の進捗状況、いわゆる入札状

況等を考えますと、震災以前のいわゆる不参といいま

すか、不落といいますか、入札の参加状況等を見ます

と、大体通年ですと震災以前は大体５％程度と概ね認

識しております。それが３・11以降、大体それがちょ

っと倍近くに増えてきたなと、そういうふうには感じ

ております。ただ、今までそれで入札できなかった、

終的にけりがつかなかったというのはございません。

ただ、確かに件数が増えてるもんでございますので、

要は入札に対して、だんだん厳しくなっている状況は

肌では感じてはいるところです。これは数字的な問題

ではございませんで、今後そのような入札に関しても、

いわゆる業者さんの参加の状況がだんだん厳しくなっ

ていくんではないかなというふうな見込みは持ってお

りますので、先の９月定例会等ではそのようなご答弁

させていただきました。今の時点においては、先ほど

来申し上げているとおり、３月終了を目指して、まず

今のところは頑張るしかないと、そういうふうに感じ

ております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  現在、今契約が済んで行って

いる事業等の工程表等の進行状況というのについては、

今お答えいただけませんでしたが、お願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  通常は、会計については

単年度事業ということで、まず入札から３月の終了ま

での工程表を組んで、それに逆算をして入札をするの

が通例でございます。 

 それで、ご指摘のとおり、繰越明許事業等につきま

しては、その年度からのちょっと工程が狂いますけれ

ども、３月に合わせた、それで工程表は組んで入札を

執行するものでございます。大事業等であれば、確か

にご懸念あるかと思いますし、それから今後の見込み

については私らも100％保証できるものではございま

せんけれども、現時点では工程にしたがって進んでい

るものと、そういうふうに感じております。 

 ですから、１本ずつお示しできればいいんでしょう

けれども、一つずつの事業について大なり小なりたく

さんの事業ございますので、概ね、大体用地とか測量

設計等が終わりますと事業に入るわけですから、工事

入札に入るわけですから、それだと工程表等もわかり

やすいですけれども、実際問題として用地取得とかそ

ういうふうなものの事業については、なかなかにこれ

が工程が何％とかそういうふうなことは申し上げづら

いところです。それらも含めまして、今３月に向けて

工程表はもちろん全事業組んでますけれども、それに

したがって進んでいると、そのように感じているとこ

ろです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  いずれ震災からの復旧・復興

に向けて、たくさんの事業がある中で一生懸命取り組
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んでいると、そして年度内の完了に向けても行ってい

るということで、今後についてもぜひ年度内完成、完

了するようにお願いをしたいと思いますし、被災をさ

れた方々をはじめとして、復旧・復興事業が適切に進

行されるというのは皆さんの願うところでありますの

で、次に質問に入りたいと思いますが。 

 市民バスのことですが、利用者が激減したというの

は、これはもう私から見れば利便性が悪くなったの一

言に尽きるのではないかなと、先ほど計算の仕方の分

で、いわゆる乗車人数１人のところで、そこの分につ

いては理解をするわけですが、利便性の向上を図りな

がら、あと市の財政負担の増額を抑えるような形での

工夫という余地はまだまだあるのではないのかなと思

うんですが、どのような認識を持っているか、そこの

分についてまずお伺いをしたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  数字が激減したとい

うお話でございますが、23年度に今の運行経路にした

わけですが、その中で先ほど市長からもお話ししまし

たが、久慈病院に行くときのダブルカウントと申しま

すか、この川崎町循環線、久慈駅で乗りかえて、久慈

駅から市役所と長内橋、久慈、循環してるわけですけ

ども、この数字が9,430人でございます。それから、

見直しの中で滝線も見直ししたわけですが、この中で

小学生が４人の方が市民バスをご利用いただいていた

わけですが、それについてはスクールタクシーに変更

したということで、その延べ人数は709人ほどという

ことで、私のほうとすれば激減したというような形で

は捉えてないところでございますので、その辺につい

てはご理解をいただきたいと思います。 

 それから、負担が増さないように、この利便性の向

上を図るべきだというお話でございます。23年度以降

の見直しに当たっても、運行経路の見直し等で、先ほ

ど申し上げましたこの久慈病院への通院の利便性を図

るための延長とか、それら全部で７項目ほど見直しを

図ってやっているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  現在のバスの運行について、

道路運送法からいくと、４条による運行ということに

なるわけですが、ここの中で久慈市がどういう形で運

行するかというのの申請という形になろうかと思うん

ですが、その場合に路線の定期運行あるいは不定期運

行等でこうなっていると思うんです。この場合に、例

えば枝成沢地区でデマンドタクシーの運行が行われて

いるわけですけども、運行の形態を地域区域運行とい

うことで行えば、もっと各家庭に近いところからの運

行が可能になろうかと思うんです。自宅に限りなく近

い所になれば、利便性が向上して乗る方も増えるので

はないかなと。例えば、枝成沢地区から１人乗ってく

るのと３人乗ってくるのでは、市の財政負担もそこで

かなりまた変わってくるかと思うんですが、そういう

区域運行というのなんかは考えられないものかどうか、

あるいは現在区域運行という形での申請とか許可では

ないと思うんですが、途中からの変更というのが可能

なのかどうか、そういう部分についてもお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  区域運行に関わって

のご質問をいただきました。 

 この区域運行は、議員さんおっしゃいましたとおり、

住民の自宅の所から自宅の所に降車できるというよう

な制度で、その区域を設定して対応すると。今現在は

そういう形ではなく定期運行でやっているわけですが、

これを改正できるのかということでございますが、こ

れについては公共交通会議等に諮って認可を受ければ

できるというように考えております。 

 それから、この他市の一戸の例でございますが、一

戸では区域運行ということで運行区域を一戸町内全域

ということで運行しているようでございます。これに

かかわって配車システムが必要になるわけでございま

すが、これの導入費用が約2,000万ほど、そのほか、

月々の保守費用が月６万円から７万円程度必要だとい

うように伺っているところでございます。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  あと、それからこれまでの経

過からですけども、バスの路線の変更とか乗降場所な

どについて自由に設定できないというようなことも伺

ってきているわけですが、バス事業者による路線バス

の運行が廃止されてその代替だということであればそ

のようなこともあろうかと思うんですが、現在の道路

運送法が変わって以降の部分だと、そういう路線バス

事業者による運行の廃止の代替路線という形ではない

わけですので、そこの分からすれば、運行制約という

のはどのようになっているのか、そこの分についてと、
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それからもう一つバス関係にしては、あともう一つで

すが、高齢者が運転免許証を返上した場合に運賃を減

免する、こういうのも聞くわけですが、そういうこと

についての検討していただけないか、この分について

お伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  運行制約というお話

でございます。今23年度から25年度までの３カ年の運

行ということで実施しております。今年度から来年度

にかけて見直しをし、市民の皆様方が利用しやすいよ

うなそういう運行形態、それについて実施してまいり

たいと思っております。 

 それから、高齢者の方の免許証の返上に伴っての運

賃減免については、今現在その考えがないものでござ

います。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  その減免の分についてはぜひ

検討していただきたいと思います。 

 次に、冠水対策についてですが、大雨でなくても道

路脇に水たまり等が発生するのについては、路肩の部

分を少しスコップとかつるはしで削る程度でも解消で

きる分というのは相当数あると思うんです。点検をし

ながら、すぐその場での対応ということが行われれば、

子供たちが通学する場合でもかなりの部分で解消でき

るかと思うんですが、そういう対応ができないものか

どうか。あと、それから大雨時の場合の土砂の市道へ

の流れ込む分についてですが、これらについて、雨の

降り方とか規模の大小さまざまあってその都度違うか

とは思うんですが、その状況について把握はどのよう

にしていらっしゃるか、あるいはそれを防止するため

の計画、何かの工事等になるわけですが、それらの計

画等についてはどのようになされているか、お伺いし

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それではお答えいたした

いと思います。 

 まず１点目でございます。まず、簡単な土側溝とい

いますか、のり肩をある程度少し掘り起こせば可能で

ないかというふうなお話でございます。いずれ、これ

につきましても道路境界の部分等を確認しながら、そ

してまた先ほど市長のほうから答弁申し上げましたと

おり、いずれそういうふうな状況がありましたら今後

その部分をどうしたらいいか、その盛土部分のその状

況とも把握しながら地権者と相談して対応してまいり

たいというふうに思ってございます。 

 それから、大雨時の市道への流れ込むというふうな

状況をどのように捉えているかということでございま

す。 

 まずは一般的に考えられるものとしては、市道に沢

から流れ込むもの、そしてそのときに枝線の道路が砂

利道であったりした場合、その場合について、側溝が

確かに脇にあったとしても、通常車輪堀り的なものが

あって、それが水の道になって、そして路面を流出さ

せるというふうな原因があろうかと思っております。

あとは、一般的なものは沢出しによりまして山腹から

のものが流れてくるということかと思います。防止に

ついてはどうなんだということでございます。いずれ、

基本的に、今、私原因話しましたが、ある程度流速が

早まらないうちに土側溝なり側溝にその水を導いてや

るというふうなものが一番、今のところ適切な方法で

はないかというふうに思ってございます。そういうこ

とで、その地区、場所によって規模等の関係もござい

ます。それについては、今後その場所等を見ながら検

討してまいりたいというふうに思ってございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  ここの部分についてもう少し

お伺いしたいところですが、時間もないので、次に行

きたいと思いますが。 

 学校の長寿命化のこの分について、文科省のほうで

もこれから取り組みを進めていくというビジョンが示

されたということで、これはかなり進むのかなという

受け止め方をしたところです。その中で、特にいわゆ

る快適な学校生活を送ることができるような形での、

トイレなんかもそうですし、明るさ等についても十分

検討しながら快適な学校生活が送れるようにしていた

だきたいと思います。 

 そこの中で、一つ、ここ数年猛暑が続いて大変暑い

ことが続いたわけですが、学校によっては猛暑のため

に救急車で搬送されたということも聞いているわけで

す。各教室に冷房装置が設置されて快適な環境の中で

学習が行えればいいわけですが、計画に当たってはそ

この部分についても考慮していただきたいと思います

が、そこの分と。それからはっきりそうした改修の計
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画等が、計画がつくられて実際に改修というふうにな

れば、相当な年月もかかるかと思うんですが、当面保

健室、学校で１室保健室だけにでも冷房装置がほしい

という声も聞いています。子供たちが熱中症にかかる

感じで運ばれてきて、少しでも涼しい場所で休ませて

あげたいということから、そういう声も聞きますが、

保健室へのそういう冷房の設置について早急に検討し

て、早急実現をと思いますが、そこの部分については

いかがでしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  文科省のほうで今検討し

ている制度があるわけでございますが、それにつきま

しては今年度３月末に取りまとめるということでござ

います。それを見ますと、これは予算もかかわってい

るわけでございますが、補助制度とかその辺も見直し

がなされる計画であるというふうに捉えているところ

でございまして、その中身を見てこちらの市の計画の

ほうも進めていきたいというふうなことでございます

が、そういった中で、ただいまの質問でございますが、

冷房施設の整備について検討ということでございます

が、これについては、学校からもこの要望については

さらに聞いてはみたいと思いますが、現在のところそ

ういった強い要望はないところでございますし、また

救急車で搬送されたという件につきましても、たしか

これはマラソン大会かなんかでの例が１件あったよう

に記憶してございますが、猛暑、普段の教室の授業の

中でそういった例は今のところないわけでございます

が、いずれこの冷房につきましては、現在のところは

考えていないところでございますが、いずれ今後の全

体の計画の中で検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  今の保健室の冷房については、

ある学校で体育祭の練習をしていて、倒れて救急車で

も運ばれたということも聞いていましたが、保健室の

部分についてはぜひ状況を把握しながら対応をお願い

したいと思います。 

 あと、歴史民族資料室の分にかかわってですが、法

的に規制を受けて、建築基準法とか消防法とかあるわ

けですが、それ以外にも規制を受ける法律があるのか

どうか。あと、それから以前の質問をしたときに、多

額の費用がかかると、今回も同じようなお答えだった

わけですけれども、多額の費用といった場合に、大ま

かな項目と概算、どの程度かかるか試算しているので

あれば、どれぐらいかかるのか、そこの分にお伺いし

たいと思います。ぜひしなければならない規制の受け

ている部分とか、あるいは規制対象外ではあるけども、

改修する場合はこういう施設にしたいということでこ

れこれかかるというところも含めながらお願いしたい

と思います。 

 それから、市長部局との協議も進めていく必要があ

るということですが、その協議はどこまで進んでいる

のか、お伺いしたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  まず、法的規制はこのほ

かにないかということでございますが、ここは都市計

画区域内の第１種中高層住宅専用地域ということで、

用途変更が必要ということがございます。そういった

ことから、改修といいますか、が必要になってくると

いう部分がございます。この部分につきましては、非

常用照明とかあるいは排煙施設とか、あるいは壁材と

か天井の不燃化とか、そういったものが伴ってまいり

ます。それにつきましての費用については数千万かか

るという試算をしてございます。それから、やはり展

示館としての管理運営をするについては、やはり今の

ままではなかなか難しいということで、いろいろ外装

工事とか屋根工事とか、あるいは内部改装、トイレの

改修等も必要ではないかということで、そちらのほう

の経費についても数千万はかかるんではないかという

ふうに試算をしております。 

 以上です。 

    〔「市長部局との協議」と呼ぶ者あり〕 

○教育次長（宇部辰喜君）  失礼致しました。市長部

局との協議につきましては、毎年これはかなり前から

の課題でございまして、市長等にも強く要望しておる

ところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  今のお答えの中で、不燃化と

か外壁とかそういう話もあったわけですが、あそこの

校舎を見た場合に、廊下と教室の間は木造ですが、そ

れ以外は全て不燃化構造になっていると思うんですよ

ね。壁とか壁の裏側なんかも鉄骨でのやつで取りつけ

なっていますし、そういうことからすれば、概算でも
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その試算というのも、具体的に不燃化について幾らぐ

らいかかるとかいう、そういうところまで試算された

のかどうか。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  大変申しわけございませ

ん。もうちょっと詳しく申し上げれば、内部改修のう

ちの壁、天井の不燃化につきましては、工事、設計等

も含めて約2,000万程度と試算しております。それか

ら、照明設備につきましては800万程度、それから排

煙設備が5,000万程度というふうな内容になってござ

います。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

 この際暫時休憩いたします。再開は午後３時30分と

いたします。 

    午後３時14分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後３時30分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、公明党、山口健一君。 

    〔公明党山口健一君登壇〕 

○９番（山口健一君）  東日本大震災から１年９カ月

余り、被災者は２回目の冬を迎えます。一日も早い復

旧・復興が望まれている中、市においては復旧・復興

事業も本格化する平成25年度予算編成が行われている

と思います。 

 そこで、第９回12月定例会に当たり、当面する市政

の諸課題について、市長並びに教育長に質問いたしま

す。前の質問者と重複する部分もありますが、割愛せ

ずに質問いたします。 

 質問の第１は、復興交付金についてであります。国

からの復興交付金第４回配分可能額26億に対し約20億

円が交付されると聞きます。そこで、事業内容につい

てお伺いいたします。 

 ２番目は、復興事業繰り越しについてであります。

県内では2011年度補正予算に計上された復旧・復興事

業が遅れ、繰り越した2012年度内の完了が困難な状況

にあると聞きます。当市においても多くの繰越事業が

ありますが、当市の状況についてお伺いします。 

 ３番目は公共施設のＬＥＤ化についてであります。

原発廃止や火力発電所の燃料費の増などを理由に、電

力会社各社が電気料金を値上げするとしています。値

上げした場合、当市に与える影響も大きいと思います。

そこで、ＬＥＤ化を推進すべきと思いますが、取り組

み方についてお伺いいたします。 

 ４番目の質問はドクターヘリについてであります。

ドクターヘリは本年５月から岩手県でも運行されてお

ります。青森県では２機体制がスタートしました。ご

存じのようにドクターヘリは50キロ圏内が 良とされ

ており、当市は青森県八戸市が有効だと思います。北

３県での県境を越えた運行が予定されると聞きます。

現在の状況をどのように捉えているのか、お伺いいた

します。 

 ５番目の福祉行政について３点お尋ねします。 

 １点目は、不育症治療についてであります。流産・

死産を繰り返す不育症は夫婦にとって大きな悩みで、

治療費も通常妊娠より20万から30万円も多くなると言

われます。そこで、多くの自治体で公費助成を行って

います。当市の不育症の現状をどのように把握してい

るのか、また公費助成の考え方についてお伺いいたし

ます。 

 ２点目は、子ども・子育て支援についてであります。

子ども・子育て関連法案が成立し、平成27年度から本

格実施するとしています。新制度移行に当たり、事業

計画や条例の策定など関係部局の連携のもとでかなり

膨大な準備が必要と言われています。新たな制度への

円滑な移行を目指す上から、当市においても速やかに

準備組織を立ち上げて採用すべきと考えますが、当市

の取り組み方についてお伺いいたします。 

 ３点目は、福祉灯油についてであります。県では12

月補正で沿岸部の市町村に対し、灯油購入費を助成す

る福祉灯油を実施するとしています。当市の支給に対

する考え方についてお伺いいたします。 

 ６番目は、商工行政について、２点お尋ねいたしま

す。 

 １点目は、緊急雇用対策についてであります。緊急

雇用対策創出事業により、震災などの影響で多くの離

職者が雇用され、大変喜ばれています。継続を望む声

が多くありますが、来年度の緊急雇用対策の事業見通

しについてお伺いいたします。 

 ２点目は、グループ補助についてであります。グ

ループ補助は、東日本大震災で被災した企業の再生の
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切り札として行われ、本年５月で申請が終了しました

が、要望も多くあることから県では新たに５次募集を

するとしております。当初の取り組み方についてお伺

いいたします。 

 ７番目の質問は、観光振興についてであります。日

本観光業協会は、東北６県の復興支援として大規模な

ツアーを実施するとしています。岩手県でも４コース

が予定されているようですが、当市のかかわり方など

どのように考えているのか、お伺いいたします。 

 ８番目の質問は、秋サケ漁についてであります。本

年岩手県の秋サケ漁獲量は海水の上昇などの影響もあ

ると思いますが、平年の40％台と聞きます。そこで、

当市の現状と対策についてお伺いいたします。 

 ９番目の建設行政について、４点お尋ねいたします。 

 １点目は、国道281号整備についてであります。国

道280号線は未だに急カーブも多く、冬期間は事故が

多発しており早期の改良が望まれています。整備が遅

れていると思いますが、整備の進捗状況について、ま

た歩道の未整備区間の進捗状況についてお伺いいたし

ます。 

 ２点目は、空き家対策についてであります。老朽化

や自然災害など倒壊の恐れがある空き家の実態をどの

ように把握しているのか。このような空き家に対し条

例を制定し、適正な管理を行っている自治体もあると

聞きます。当市の考え方についてお伺いいたします。 

 ３点目は、上・下水道の統合についてであります。

国レベルでは、飲料水は厚生労働省、下水道は国土交

通省、水質は環境省と所管が多岐にわたっていますが、

自治体レベルでは、従来別立てだった水道と下水道部

局を一体化させることで、より一層の効率化、組織の

スリム化を図るため、上・下水道を統合している自治

体もあると聞きます。当市の統合に対する基本的考え

方についてお伺いいたします。 

 ４点目は、雨水ポンプ場についてであります。 近

は集中豪雨やゲリラ豪雨などの早期の水害対策が望ま

れています。現在川崎町で雨水ポンプ場が整備されて

いますが、今後の整備計画についてお伺いいたします。 

 10番目の教育行政について、３点お尋ねいたします。 

 １点目はいじめ問題についてであります。文部科学

省では本年４月から９月までの半年間で、昨年の２倍

のいじめがあったと報道がありました。いじめの定義

が多岐にわたっていることもあると思います。いじめ

対策として重要なことは早期に発見し対応することだ

と思います。そこで、当市の現状と対策についてお伺

いいたします。 

 ２点目は学校給食についてであります。戦後設立さ

れた学校給食会は、戦後の食糧確保が重要な役割を担

ってきたと思います。しかし、 近は安全安心な食料

や地産地消が求められています。給食会の関わりを見

直すところもありますが、当市の状況についてお伺い

いたします。 

 教育行政の 後は食育についてであります。子供た

ちの発育にとっては家庭でのしっかりとした食事や学

校給食の役割もあると思いますが、子供たちの好き嫌

いを無くすためには、食育が大変重要になってくると

思います。当市の食育の取り組み方についてお伺いい

たします。 

 以上で、登壇しての私の質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内隆文市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  公明党、山口健一議員のご質

問にお答えをいたします。 

 初に、復興交付金についてでありますが、昨日の

清風会代表、髙屋敷議員にお答えいたしましたとおり、

第４回復興交付金の配分につきましては、県事業を含

む44事業の申請を行った結果、41事業について、事業

費ベースで26億3,792万7,000円、交付金ベースでは20

億4,331万5,000円の配分可能額通知があったところで

あります。 

 その内容といたしましては、平成24年度事業として

既配分済の避難道路の増額分や漁港環境向上施設整備

事業等に対する配分があったほかに、集団移転事業や

関連する避難道路、避難施設、下水道等に係る平成25

年度以降の事業費の前倒し配分等があったところであ

ります。 

 次に、復興事業の繰り越しについてでありますが、

先の政和会代表、砂川議員ほかにお答えいたしました

とおり、現在全ての事業を年度内完了すべく、総力を

挙げて取り組んでいるところであり、今後とも着実に

推進してまいりたいと考えております。 

 次に、公共施設の照明のＬＥＤ化についてお答えを

いたします。 

 現在、ＬＥＤ照明につきましては本庁舎１階の市民

ホールや廊下、大会議室、その他一部の執務室で導入
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しているところであり、これまで有利な財源により試

行的に導入し、節電効果や執務環境への影響等の把握

を行ってきたところであります。 

 その結果といたしまして、節電対策に有効であり、

また、執務環境への悪影響等は特に生じていないもの

と判断しましたことから、今後におきましては、財源

を確保しながら庁舎並びに公共施設に計画的に導入し

てまいりたいと考えております。 

 次に、ドクターヘリの県境を越えた運航の現状につ

いてでありますが、昨日の創政会代表、桑田議員にお

答えいたしましたとおり、県境を越えた相互乗り入れ

につきましては、去る11月27日に覚書を交わし、早け

れば平成25年２月末にも、広域連携が開始されること

が報じられたところであります。 

 しかしながら、他県への出動要請は、自県ヘリによ

る対応ができない場合とされているところであり、今

後とも、県境を越えた、より効果的な運航の実現に向

けて、北奥羽開発促進協議会等関係市町村と連携を図

りながら、粘り強く要望を続けてまいりたいと考えて

おります。 

 次に福祉行政に係る不育症治療についてお答えをい

たします。 

 不育症は、議員ご指摘のとおり妊娠の後において、

流産や死産を繰り返し、子供を得られない様態とされ

ております。その治療には医療保険が適用されないも

のもあるため、経済的負担も伴っていると捉えており

ます。 

 現在、全国的には公費助成を実施している自治体が

あると認識はいたしておりますが、県内の市町村では

公費助成を行っているところはないと捉えております。

支援についてでありますが国の制度として行う必要が

あるとの考えから、全国市長会において、不育症に係

る実態把握と治療体制の整備及び治療等に対する必要

な支援措置を講じるよう国に対して要望しているとこ

ろであります。 

 次に、子ども・子育て支援についてでありますが、

本年８月に、いわゆる子ども・子育て関連３法が成立

し、平成27年以降に本格施行されることとなっており

ます。 

 新しい子ども・子育て支援制度におきましては、市

町村が、国の基本指針を踏まえた上で、地域における

子ども・子育てに係る需要の把握を行い、提供体制の

確保等の内容を盛り込んだ市町村子ども・子育て支援

事業計画を策定することが義務化され、市町村は本事

業計画に基づき事業を実施するものとされたところで

あります。 

 これら対応に向けましては、今後示される政省令や

国の基本指針を踏まえまして、事業計画の策定準備を

進め、新制度へ円滑に移行することができるよう努め

てまいりたいと考えております。 

 次に、福祉灯油についてお答えをいたします。 

 昨日の創政会代表、桑田議員ほかにお答えいたしま

したとおり、所得が低い高齢者世帯等に冬期間の経済

的負担の軽減を図るため、県の補助を受け、福祉灯油

事業の実施を予定しております。１月中旬から受付を

開始したいと考えているところであります。 

 次に、商工行政についてお答えをたします。 

 まず、緊急雇用対策についてでありますが、昨日の

創政会代表、桑田議員にお答えいたしましたとおり、

現時点では、来年度の緊急雇用創出事業は今年度の半

分程度しか実施できない見込みとなっており、今後、

事業費の追加配分について、国・県に対して要望を行

ってまいりたいと考えております。 

 次に、グループ補助についてでありますが、先の国

の緊急経済対策の一環として、グループ補助金予算が

増額されたことに伴い、岩手県においても、11月９日

から来年の１月11日までを公募期間として、５次公募

を行っているところであります。 

 現時点では、久慈地域からは２グループが申請を行

うものと捉えており、岩手県産業復興相談センター久

慈事務所並びに県北広域振興局及び久慈市において事

業計画の策定等のサポートを行っているところであり

ます。申請するグループ全てが採択となるよう、関係

機関と一体となって取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、復興支援ツアーについてお答えをいたします。 

 現在、一般社団法人日本旅行業協会、ＪＡＴＡが実

施しているＪＡＴＡ東北復興支援1000人プロジェクト

を通じ、久慈地方が含まれる、新しい魅力あふれるは

研修コースを設定し、セミナーや意見交換会を開催し

ているところであり、当地域の活性化に貢献する旅行

商品の造成に向けた取り組みを強化しながら、多くの

方々から当地域に訪れていただけるよう努めてまいり

たいと考えております。 
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 次に、秋サケ漁についてお答えをいたします。 

 秋サケの漁獲状況についてでありますが、本年11月

末時点における市営魚市場の水揚量は約615トンで、

直近３カ年の同時期平均と比較をした場合46％の減、

水揚金額におきましては約３億3,500万円となってお

り24％の減、水揚尾数が約23万8,000尾であり31％の

減といった状況にあります。 

 その要因につきましては、海水温の影響による回帰

資源数の減少と指摘されてはおりますが、詳細は未だ

解明されておりませんことから、今後、研究機関から

の分析結果をもとに有効な対策について関係機関・団

体等と検討するとともに、健康な稚魚の育成及び適期

放流対策について、漁業関係者と協議してまいりたい

と考えております。 

 後に、建設行政についてお答えをいたします。 

 まず、国道281号の整備についてでありますが、案

内地区につきましては、昨日の政和会代表、砂川議員

にお答えいたしましたとおり、トンネル延長1.1キロ

メートルを含みます全体延長2.1キロメートルについ

て、平成30年度の事業完了を目標に今年度事業化され

たところであります。 

 また、大川目地区の歩道整備につきましては、平成

22年度に事業着手しており、今年度は設計の修正を行

いながら、関係者の理解に努めたいと県北広域振興局

土木部から伺っているところであります。 

 市といたしましても、事業の促進が図られるよう引

き続き要望するとともに、他の狭隘区間や急勾配、急

カーブ等の解消につきましても、沿線市町村とも連携

を図りながら、早期実現に向けて引き続き要望してま

いりたいと考えております。 

 次に、空き家対策についてお答えをいたします。 

 老朽化や自然災害による倒壊等が懸念される空き家

は、市内におきましても、散見されるところでありま

す。 

 空き家の管理は、基本的に所有者の責任において適

切な措置を講ずるべきことではありまが、所有者不在

や経費を要すること等により、十分な管理がなされて

いないのが現状であります。 

 今後、県内他市の動向にも注視しながら、周辺地域

の安全や生活環境への影響等を踏まえ、所有者が適正

な管理をしていただけるよう、関係機関等と検討を進

めてまいりたいと考えております。 

 次に、上・下水道の統合についてお答えをいたしま

す。 

 当市の下水道事業は、地方公営企業法を適用せず、

特別会計により運営されています。 

 現在、国では、下水道事業の法適用企業化を推進す

る方向にあり、当該事業は法適用企業に移行するもの

と見込まれております。 

 今後、上・下水道の統合につきましては、下水道事

業の法適化の動向や他市の状況を踏まえ、調査・研究

をしてまいりたいと考えております。 

 次に、雨水ポンプ場の今後の整備計画についてお答

えをいたします。 

 雨水ポンプ場の整備につきましては、昨日の政和会

代表、砂川議員にお答えいたしましたとおり、これま

で、門前、中央及び西の沢ポンプ場の３カ所を整備し

てきたところであります。 

 現在は、災害時の対応拠点となる公共施設が集積す

る川崎町地区におきまして、雨水排水ポンプ場及び排

水路施設の整備を進めているところであり、今後にお

きましても、下水道雨水排水計画に基づき、浸水被害

歴や、財政状況等を勘案しながら、逐次、整備に取り

組んでまいりたいと考えております。 

 以上で、公明党、山口健一議員のご質問に対する私

からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  公明党、山口健一議員の教

育行政についてのご質問にお答えをいたします。 

 初に、いじめ問題についてお答えをいたします。 

 久慈市立小中学校における本年４月から９月までの

いじめの件数は、冷やかしやからかいなど、単発的な

ものでも本人が嫌な思いをしたという認知件数で、小

学校で42件、中学校で７件となっており、経過観察指

導のものもありますが、現時点において概ね解消して

おります。 

 今後もいじめを早期に把握し、解決できる体制づく

りや教職員の情報共有体制の整備など、学校と教育委

員会との連携を強化しながら、子供たちが明るく安心

して過ごせる学校づくりを目指し、いじめの未然防止

に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、学校給食について、公益財団法人岩手県学校

給食会に対する当市の考え方のご質問についてお答え
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をいたします。 

 当市において学校給食用食材購入に当たりましては、

安心安全であることを第一に、地産地消を推進し、給

食内容を充実させるため、低廉な食材確保のため、計

画的な購入に努めているところであります。 

 具体的には、地産地消の推進を図る観点から、米、

生鮮野菜などを中心とした地元で調達できるものにつ

いては地元業者から、また広く流通している加工食材

などについては、低廉な食材確保のため、地元業者の

ほか学校給食会も含めて見積書を徴し、購入業者を決

定しているところであります。 

 ご質問のありました岩手県学校給食会は、安全な学

校給食食材を低廉な価格で安定的に供給することを目

的に設立された公益財団法人でありますが、学校給食

食材購入に関して、他の業者と比較して特別な扱いを

しておらず、当市として何ら不利益がないものと考え

ておりますことから、現在、見直しの考えがないとこ

ろであります。 

 今後におきましても、引き続き安心安全な食材確保

を第一に、地産地消の推進と新鮮で良質かつ低廉な学

校給食用食材の購入に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に食育についてでありますが、平成17年に食育基

本法が制定され、子供たちが豊かな人間性を育み、生

きる力を身につけていくためには、何よりも食が重要

であることが示されました。 

 これを受けて市内各小中学校では、それぞれの地域

の特色を生かした段階的・計画的な食に関する指導の

年間指導計画を作成し、関係機関や地域の人材の協力

を得ながら順調に指導を行っております。また、久慈

市学校給食センター及び山形地区学校給食センターに

配置されております栄養教諭が各小中学校を巡回し、

子どもたちの実態に合い、興味・関心及び実践意欲を

高めるような工夫した出前授業を実施すると共に、給

食献立表等によって保護者にも啓蒙活動を図るなど、

その充実に努めているところであります。 

 食育は、生きるうえでの基本であり、知育、徳育及

び体育の基礎となるもので、今後ともさまざまな経験

を通して食に関する知識と食を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践することができる人間育成に努め

てまいります。 

 以上で、公明党、山口健一議員に対する私からの答

弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。９番山

口健一君。 

○９番（山口健一君）  何点か再質問させていただき

ます。 

 まず公共施設のＬＥＤ化でありますけれども、今原

発の関係等で各電力会社が電力を値上げっていう、家

庭よりかは企業とかそういった方が10％程度値上げが

申請しているっていうような状況になるかと思います

けれども、当市に与える影響はどのように捉えている

のかお分かりであればお示し願いたいと思いますけれ

ども、庁舎関係の電気料が年間どれぐらいあるかちょ

っとわかりませんが、その辺についてお知らせ願えれ

ばと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  大変申しわけございませ

んが、庁舎等の電気料そのものではちょっと資料がご

ざいませんけれども、ある程度は、おっしゃるとおり

各値上げがそのまま10％程度とかそのものは跳ね返り

はあるものと、そういうふうに思っております。 

 したがいまして、私どもでも資料とかいろいろ検証

しておりますけれども、概ねやはり電気料がＬＥＤ化

によって40％から50％程度低減できるものと、そのよ

うに見込んでおりますことから、先ほど市長がご答弁

申し上げましてるとおり、ＬＥＤ化の設置に努めたい

と、そのように考えているところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  先ほど市長からも答弁あった

ように、計画的に進めていくっていうふうな状況です

ので、ぜひ将来的なコストとかそういった面から見れ

ば多分有利な状況になるかと思いますので進めていた

だきたい。 

 また、それからもう一つ、ＬＥＤに関しては、ある

市町村ではリースで行っているような状況もあるよう

に聞いておりますけれども、そういった状況を捉えて

いるのか、もしそういったリースでできる部分がある

かどうか、その辺についてもお伺いしたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  公共施設等につきまして

は、９月、６月、前の議会にご答弁申し上げてるとお

り、蛍光灯等につきましても基盤の工事等からやんな
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きゃいけないです。単純に電球をかえるとかそういう

ものではございませんので、各公共施設等の修繕状況

といいますか、その辺計画的にこれから補修計画等の

並行してＬＥＤについて導入していきたいと、前向き

に進めていきたいと思ってます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  次、ドクターヘリについてち

ょっとお聞かせ願いたいんですが、先ほど、きのうか

らも桑田議員からも答弁あったように、県境で超えて

やる場合には、要請した場合に岩手県のへリが使って

できない場合にはそういうふうに頼むっていうふうな

状況になるかと思うんですが、現在、県境超えてやっ

ているほかの例によりますと、そういった30万円程度、

そういった、頼んだほうが出費するっていう。今、き

のうの答弁ですと、運航したほうが経費を負担するっ

ていうような形できのう聞きましたけれども、できれ

ば要請した側ができるのであれば、多分、今、例えば

久慈市で事故があって、種市かどっかで久慈の方が呼

んだ場合に、もう八戸からすぐ来るわけですけれども、

天候によって盛岡から、例えば空いてても、結局空い

てれば盛岡から来る、時間的にそういった制約がある

と思います。やはり、そういった面からすれば、ここ

に使うほうが負担していくのであればやはり使い勝手

がいいのかなっていうふうに思いますけれども、これ

はそういった機会を捉えてぜひそういった方向にでき

るように要望していただきたいというふうに思います

けど、その点についてお伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  ただいま議員からご

質問ございましたドクターヘリに関わって全国的には、

例えば長崎県、佐賀県では、一回当たり約16万3,000

円で佐賀県が長崎県へ負担をするというような形、そ

れから和歌山県、三重県、奈良県では出動１回当たり

約32万円を三重県、奈良県が和歌山県へ負担するんだ

というような形で共同運航なされている県もございま

す。それで、今議員からご提言のありました点も踏ま

えて、今後要望活動に生かしてまいりたいというよう

に思っております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  福祉の不育症治療についてで

ありますけれども、市長からあったように、今岩手県

内では不育症に補助している状況はないっていうこと

ですが、全国的にはもう500自治体以上で不育症につ

いて補助しております。そういった、当市においては

そういった不育症の実態を捉えているのかどうか、そ

の辺にお伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  ご質問のありました当

市の実態でございますが、現在は把握に至っておりま

せん。なお、これにつきましては保健所とも情報共有

図っておりますけども、保健所としても捉えていない

という実態にございます。こういったこと等がござい

ますので、全国的な把握が必要だと、実態把握が必要

だという考え方にも至っているというものでございま

す。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  福祉灯油について１点お聞か

せ願います。 

 今、県のほうで福祉灯油ということで、市のほうで

も実施するということで、今回補正予算に盛られたわ

けですが、支給方法、前回ですと灯油じゃなくて実質

的には商品券というような形もあったと思いますが、

その辺のどういう形の支給になるのか、その辺につい

てお聞かせ願います。 

○副議長（下舘祥二君）  砂子健康福祉部長。 

○健康福祉部長（砂子勇君）  福祉灯油につきまして

は、平成19年度、20年度、それから昨年度実施した経

過がございます。当初、19年度、20年度におきまして

は商品券っていいますか、これで支給したという経過

をたどっております。昨年度から、いわゆる現金給付

っていいますか、口座振込の形態でございまして、本

年度もその考え方でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  空き家対策についてお伺いい

たします。 

 実際的に市の方ではこういった空き家がどのくらい

あるのか、把握してあるのか。実際的には、空き家と

いうのは人が住んでないということで、どこにいるか

なかなか所在がつかめないっていう方もあるかと思い

ます。近所に住んでいる方にすれば大変危険っていう

ことで、撤去してもらいたいがなかなか相手が連絡取

れないといった場合に、今よその自治体、さっき申し
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たように、ある程度条例をつくって、それに従えない

場合には罰則とかいろいろな設けて、市のほうで取り

壊しもできるっていうふうな条例をつくってやってい

るところもあるんですが、そういった考えがあるのか

ないのかお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それではお答えいたしま

す。 

 まず、空き家の状況を把握しているのかということ

でございます。 

 まず、空き家ということで、どの程度のものが老朽

の空き家として捉えるのかというふうなことがまず１

点あります。そういった中で、誰が見ても、もう柱そ

の他が壊れているとか、そういうのであればわかるわ

けですが、今の状況では中まで見て対応しきれないと

いう状況にあります。 

 次に、そういうふうな状況になったとき、市として、

他市がやっているというお話で、勧告とかあとは命令

とかというのは確かにやっている自治体ございます。

そういったものが当市においてもできるのかどうかと

いうのは、関係部署とこれは研究していかなければな

らない状況にあると捉えてございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  情報っていう、多分危ないっ

ていう状況はどなたに来るかっていえば、市民課に、

例えば苦情とか何か、警察のほうで把握しているとい

うこですが、やはり市民課のほうに多分苦情とかあれ

ばいくのではないかなっていうふうに、そう思います

けれども、ぜひ連携取っていただいてしっかりとした

方向づけができるように協議していただければいいか

なっていうふうに思います。 

 それから、上・下水道の統合ということで、市長の

ほうから将来的には今後検討していかなきゃならない

課題だろうというふうに答弁がありました。私もコス

ト面、それからやっぱり上・下水道は一体ものがやは

りいいのかなって、やっている自治体を見ますと、か

なりの経費節減、一体化になってやはりその窓口も一

本化できるってことで、もう統合した自治体にすれば

かなりの有効だというふうな報道もあります。そこで、

ぜひとも早期に研究していただいて、できるかどうか

っていうのはこれからの検討課題かと思うんですが、

その辺についてお伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  今議員おっしゃいました

とおり、実際実施している市町村等におきまして、ち

ょっとお聞きしたところによりますと、やはり窓口業

務、これは市民のための部分になりますが、そういう

意味では非常に市民に効果があるというかサービスが

よいというふうな状況等で合併しているような例もあ

るようでございます。 

 いずれ、これにつきましても、先ほど市長のほうか

らご答弁申し上げておりますとおり、公共下水道のほ

うの事業におきまして、法適用企業に移行する時点が

来るだろうというふうには思ってございます。そこら

辺を見据えながら、研究していきたいというふうに思

ってございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  後に、教育行政の食育につ

いてちょっとお尋ねしたいと思います。 

 実際いろんな給食センターの出前講座とかいろんな

やっているわけですが、やはり家庭での食育も大変大

事になってくるかと思います。やはり、好き嫌いする

子っていうのが、学校では各農園で野菜をつくったり、

いろいろ各学校によってやっているかと思いますけれ

ども、やはりそういった育てた物を食べるっていうこ

とで、野菜を好きになるっていうふうなこともあるよ

うです。そういった場合に、各学校によってはいろん

な農業体験とかいろいろやっているかと思います。 

 この前ちょっとテレビでも見たんですが、今家庭菜

園っていう形で、プランター野菜っていうのも流行っ

ているようですが、そういった形で親子で野菜をつく

って、農地がない所でいくとそういうわけになるわけ

ですが、そういう形でしっかりと野菜とかトマトとか

つくって、そこで自分が育てたトマトに毎日水をやっ

て食べると、そういった部分で、今までトマト嫌いだ

ったけど好きになったとか、ピーマンとかいろいろあ

ろうかと思うんですが、そういった場面も必要になっ

てくると思いますが、基本的なその考え方についてお

伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  食育に関してのご質問にお

答え申し上げますけども、議員さん今おっしゃったよ
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うに、家庭で作物を育てそれを食するといったことに

ついて、非常に重要なことだというふうに思っており

ます。学校自体でも各学校で給食学級活動において、

あるいは学校行事の中でもそういったことを取り入れ

ながら実行しているわけでございまして、まずはいず

れ食物に対しての理解、それから食するっていうこと

が非常に大事であるっていうことを根本から学んでい

くためには、今議員がおっしゃったことをやはり教育

委員会でも学校でも進めていかなければならないとい

うふうには思っているところでございますから、そう

いったところも今後指導の中にさらに取り入れながら

進めてまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会 

○副議長（下舘祥二君）  以上で本日の日程は終了い

たしました。12月19日の本会議は、議事の都合により

午後１時30分に開会いたします。 

 本日はこれで散会いたします。 

    午後４時13分   散会 
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